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このたびは曰立プラズマテレビ/液晶テレビをおホめいただを、ありびとラございました。 

本書は、5モデルの共通の取扱説明書となっています。それぞれの機種の外観は異なりますび操作は同じです。 

また、プラズマテレビの VV37P-HR 800 0、VV42P-HR 800 0、W 已已 P-HR 8000および液晶テレビの VV37L-HR 8000は、 
スタンドび別売りとなっています。本書では、主に W42P-HR 8000に別売りのスタンドを取り付けたイラストを使用し 
ています。それぞれの機種指定機能の場合には、 rW42P-HR 8000のみ」と記して説明しています。 

この取扱説明書に記載の r 使用上のごま意」をお読みください。本体の取扱いは、この取扱説明書 
ぉが'… と別冊の r ⑨操作編 J ①取扱説明書をよくお読みになり、ご理解のうえ正しくご使用ください。 
お読みになった後は、保証書とともに大切に保管してください。 
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接続した外部機器を設定ずる 


受信できるように設定ずる 


テレビや周迅機器を設置ずる 


ご使用の前 




























け t 属品について 


付属品をご確認ください。万一不足しているものびあれば、，販売店にご連絡ください。 

■取扱説明書（本書）およびな証書は、よくお読みになって内容をご理解の上、いつでち確認でさるところへ大切にイ呆管してください。 


>電源コードと電源プラグアダプターは、必ず付属品をお使いください。 

M 寸属品の電源コードと電源プラグアダプターは、本機政外の電気機器には使用しないでください。 



L 本書の見かた 


この説明書は、主に下記の内容で構成されていまず£ 


この説明書で使巧しているアイコンについて 

ま全上、守っていただをたいことを記載してい 


ます。 



力ーソルボタンの記号について 

本文中の操作説明では、カーソルボタンの押ず方向 
を下図のよラに表して説明していまず。 


操作上、守っていただをたいことを記載 
しています。 


g 嫩陆 A 操作上、巧っておいていただをたいことを記 
載しています。 

乂て、巧っていると便利な操作-解説を記載してい 


ます。 


□ 


ぐ^上下左ちち向の操作 
上下ち向の操作 
上方向の操作 
() 下ち向の操作 


ら ►) 左ちち向の操作 
ら ) 左ち向®操作 
^ ^ 6方向®}*作 


マークは、「①準備編」の取扱説明書（本書）の参照ページを表し、 

マークは、 r ③操作編」の取扱説明書（別冊）の参照ページを表しています。 


各ページの見かたについて 


サブタイトル、 ム。 OOQOOO け 


機能の概要説明 I 

イラストか S の引 
出番号は、その操作’ 
で使用するボタン 
です。 

操作手順説日月 


00000000 


)000000000 



吟イトル 


•守っていたださたいことやお巧6せ、 
メモなどを記載 

説日月で使用する画面 
(選ぶところは、背景を黒くし、 
文字を白をさにして説明していま 
ず。） 
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L 使用上のごを意 

ご使用のまえにこの r 使用上のご注意」をよくお読みのうえ、正しくお使いください。 


絵表示について 製品をま全に正しくお使いいただき、あなたや他の人々へのを害や財産への損害を未然に 
防止ずるために、いろいろな絵表おをしていまず。 


A 

盤化 
言 口 

この表示を無視して、誤った取0扱いをずると、 

人び死こまたは重傷を負ラ可能性びありまず。 

A 

ま意 

この表おを無視して、誤った取0扱いをずると、 

人び傷害を負ったり物的損害を発生ずる可能性びありまず。 


絵表示の意味 ^ 気をつけなければならない。「ミ主意」をおしまず。 

感電に気をつけなければならない。「感電を意」をおしまず。 
(\)してはいけない。「禁止」をおしまず。 

A 必ず行う。「強制」をおしまず。 


安全上のごま意 


A 警告 


■ 異常び発生した5、ずぐに電源プラグを巧く 


電源プラグをずぐに巧くことがでをるように、容易に手が届く位置のコンセントをご使用して据え 
付けてください。 



電源プラグをコンセントか5巧くこと 


異常、故障状態とは 
* 煙が出ている、へんな臭いや音がする 

* 画び乱れる-映5ない、音びでない 
* 本機の内部に 異物（水、金属など）び入った など 
異常、故障状態のまま使用すると 义災、感電の原 
国となります。 

すぐにま電源スイッチを切0、電源プラグを抜いて販売 
店に修理をご依頼ください。 お客様による修理 はを険で 
ずので絶対におやめ < ださい。 ' 


♦イラストはイメージであり、実際の商品とは形状び異なる場合びありまず。 
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設置をするとさ 


A 警告 



■ 不安定な場所に置かない 



ぐ!5ついた台 の上や傾い 
た場所 など不を定な場巧 
に置かない。 落ちたり、 
倒れたりしてけびの原因 

とな0ます。 


■ 持ち運ぶときは衝撃を与えない、 

0 本機を落とさない 

破損したまま使用ずると、 义災. 
感電 


けがの原因 となりまず。 

プラズ7ディスプレイノ f ネルはガラ 
スででをていますので、万一割れた 
りするとケガの原因となります。 


■ 電源コードを本機の下敷にしない 

コードに傷がついて 义災 • 
感電の原因となりまず。 



原因となりまず。 


■ コンセントや配線器具の定格を超 
える使い方や交流10 0 V (50/ 
60 Hz ) ながでは使用しない 

0 たこ足配線など、定格を超 

えると 発熱により、义災の 

■ アース端テを電源コンセントに差 
し込まない 

アース 線は アース 端子 
夕'!•には接続しないでくだ 
さい。 

火災感電の原因となりま 



アース線 


A 迁后、 


■湿気やほこりの多いところ、油煙 
や湯気び当たる場所に置かない 

火災•感電の原因 となること 
があ0ます。 

•調理台や加湿器のそばなど。 



■電源プラグ、アンテナ線などの 
が部の接続線や転倒防止の処置 
をしたまま移動させない 


M 夕 

义災•感電•けがの原因とな 

し'、 

、 / リノ 


ることがあります。 

、. 

； 


の 




■機器の近くに□ーソクなどの裸 
乂を置かない 

义災の原因となることがありまず。 



■電源プラグをすぐに巧くことびでき 
るように本機を据え付ける 

本機び異甫ゃ故睛となったとを、 

〇 電源プラグをコンセントに差し込 
んだままにしておくと义災-感電 


の原因となることげありまず。 


本機は主電源スイッチび OFF 
の状態でを、極微弱な電流び流 
れていまず。 

■通風孔をふさがない 

义災の原因となることがありまず。 


通風孔を壁から ]0 cm じ(上離し 
て据えつけて<ださい。（テレビ 
を壁掛け設置ずる場合は除く） 
特につざのよラな使い方はしない 
で < ださい。 

•本機をあお向けや横倒し、逆さ 
まにずる。 

•風通しの悪い狭い尸斤 I し置く。 
♦じゅラたんや巧団の上に置く D 
♦テーブルク□スなどを掛ける。 




上向を 



下向さ 


ご使用の前 


己 
























































































設置をするとさ（つづさ） 

_ A 章意 _ 

■キャスター（車）止めをする ■アース線を必ず接地する ( W 37 L - HR 8000) 


テレビ台にキャスター(車） 
がついている場合は、キャス 
夕一止めをする。 

テレビび動いたり、倒れたり 
ずると けがの原因 となること 
びあ0ます。 

■ アンテナエ事には技術と経験び必要 
ですので販売店にご相談ください 

•送配電線から離れた場所に設置 
する。アンテナび倒れた場合、感 
電の原因となることびあります。 
•特に BS、CS 放送受信用アンテ 
ナは強風の影響を受けやずいの 
で堅固に取0つける。 

■転倒防止の処置を巧ラ 

〇 テレビび倒れると、 けがの原 

固となることげあります。 

■本機を医療機器の近く（同部屋） 
には設置しないでください。 

医療機器の誤作動の原因になる事びあります。 




アース線を接続せよ 


W 37 L - HR 8000はを全のために必ず 、マー 
ス接地してご使用ください。 

® *2 極コンセント（アースなし） 

の場合は、アースエ事び必要 
となりまず。アースエ事は、 
販売店-電気工事店にご依頼 
<ださい。 

•アース端モ付コンセントの場 
合、付属の電源コードアダプ 
ターを使用し、アース線をアー 
ス端子に接続してください。 
アース接続は必ず、電源コード 
プラグをコンセントに接続す 
る前に行なってください。 
アース接続を外ず場合は、必 
ず電源コードプラグをコンセントから切り離してか 
ら行なってください。 


電ちフラグアダプター 



■ アース線を必ず接地する 

( W 37 P - HR 800 0, W 42 P-H 陥00 0, W 55 P - HR 800 0, W 32 L - HR 800 0) 

•電波障害や他機器への妨害、また、他機器から 
の妨害を受けない為にを、必ずアース線を接続 
してご使用ください。 

•電源プラグアダプターを使用ずる場合、電源プラ 
グのアース線は、アース端テに接続して < ださい。 
コンセント端テに差し込むと、感電や乂災の原因 
となりまず。 


使用するとき 



A 1 

着告 



水めれ禁止 


■本機の上に花びんなどを 
置かない 

本機の内部に水などび入ると 
火災-感電の原因 となります。 

万一、入った場合は、ずぐに電源 
スイッチを切0、電源プラグを抜 
いて販売店にご連絡 < ださい。 

•花びん、水檀、植木鉢、コップ、 
化粧品、薬品などを置かない。 

• ぺットび乗らない様、ごを意く 
ださい。 

■本機に水をこぼしたり、 

め 5 したりしない 

火災•感電の原因 となりまず。 

♦雨天、降雪中、巧岸、水辺での 

■ 使用は特にごミ主意 < ださい。 

水めれ禁止 


感 





■異物を入れない 

通風孔などか5内部に金属類や 


燃えやずいちのなどを差し込ん 

だり、落し込んだりずると、义 
災•感電の原因 となりまず。 

万一、入った場合は、ずぐに電源 
スイッチを切0、電源プラグを抜 
いて販売店にご連絡 < ださい。 

特におモ様にはごを意ください。 

■ 裏ぶたやカバーをはずさない、 
本機を改造しない 

内部には 電圧の高い部分び 
あり、感電の原因 となります。 

内部の点検-調整-修理は販売店 
にご依頼ください。 

分解禁止 



巨 




















































使用するとき（つづき) 


A 警告 



■風呂場やシャワー室で 
使用しない 

义災-感電の原因となりまず。 


(§) 

風呂場やシャワ ー 
室での使用禁止 


■ 指定の電源電圧で使用する 

本体に表示された電源電圧 
L ソタ1•で使用すると 义災-感電の 
原因となります。 



電源コードを傷つけない 

义災-感電の原因 となります。 

傷ついたら、電源プラグを抜いて 
販売店に交換をご依頼 < ださい。 
•傷つける、破損させる、加工する、 
無理に曲げる、重いちのをのせる、 
加熱する、引っ張るなどをしない。 



■ 電源プラグの刃や周辺に付着した 

〇 埃や金属類を取り除く 

そのまま使用ずると火災- 
感電の原因 となります。 

お手入れは、電源プラグを抜いて 
から乾いた巧で行ってください。 

■雷び鳴り出した5、アンテナ線 
や本機には触れない 

感電の原因となります。 


接触禁止 


■衝撃を与えない 

万一、本機を 落したり 、キャ 
ビネットを破損した場合は、 
電源スイッチを切り、電源 
プラグを巧いて販売店にご 
連絡ください。そのまま使 
用すると 义災•感電の原因 
となります。 



A 注意 


■ 電源プラグは根元まで確実に 

〇 差し込む 

差し込みび不完全ですと発熱 
し 义災の原因 となることがあ 
0まず。 

また、電源プラグの刃に軸れ 
ると 感電する ことびあります。 

■電源プラグは、ゆるみのある 
コンセントに差し込まない 

0 発熱して 义災の原因 となるこ 

とがありまず。 

ゆるみのある場合は、販売店に 
交換をご依頼 < ださい。 

■めれた手で電源プラグを 

巧き差ししない 

感電の原因 となることびあり 
まず。 

めれ手禁止 




■本機に乗ったり、ぶ5下がったり 
しない 

倒れたり、こわれたりしてけび 
の原因 となることびありまず。 

特にルさなおモ様のいるご家庭で 
はごミ主意 < ださい。 


■間違った電池の使い方を 
しない 

電池の破裂、液ちれにより、 
火災-けがや周囲をミち損する 

原因となることびあります。 

特に、次の使い方はしない。 

•本機で指定されていない電池の使用 
•新しい電ミ也とちい電ミ也をミ昆だて使用 
•本機の極性表示（プラスとマイナス 
の向き）とは逆向きに電池を使用 



ご使用の前 


7 






































































お手入れするとき 


A 注意 


■お手入れの際は、ま全のため 
電源プラグを巧く 


■年に一度は内部の掃除を 
，版売店にご相談ください 



■スイーべル回輯範囲内に物を 

0 置いたり操作中に顔や 
手などを入れない 

をのび倒れて壊れたり、 けびの原 
因となることびありまず。 


■ 長期間ご使用にな5ないときは 
必ず屬原プラグを抜く 



A 


本機の内部にほこりがたまつ 
たまま長い間掃除をしないと、 
义災や故障の原因 となること 
びあります。 

特に、湿気の多 < なる梅雨期の前 
に行ラと、より効果的でず。内部 
の掃除費用については販売店にご 
ホ目談< ださい。 


■本機の上に重いちのを 


0 


置かない 

倒れたり、落下して けがの 
原因となることびあります。 


■電源プラグを巧くときは、電源 
コードを引っ張5ない 



電源コードを引っ張ると 
電源コードび傷つを 火災 • 
感電の原因 となることび 
あ0ます。 


お守り<ださい 


■本機および本機の破片、 
付属品を廃棄ずるときは 

本機および 本機の破片、付属品など を廃棄ずる際 
は、必ず、販売店にご相談ください。 

■ 長時間連続して画面を見ている 
と目び疲れまず 

時々、画面から離れて目をイ木めてください。 

■適度な音量で 

特に夜間での音量はルさい音でち通りやずいの 
で、窓を閉めたりへッドホンを利用したりして、 
隣り近所に巧し十分の配慮をして、生ま環境を守 
りましよラ。 

■高温になるところに置かない 
で < ださい 

キャビネットや部品に悪い影響を与えまずので 
ごを意 < ださい。 

•直射日光や熱器具の近 < など。 


■お部屋は適度の明るさで 

暗すざる部屋は目を疲れさせるのでよくありません。 

■設置について 

♦傾斜面や、平坦でない面、カーぺットなどの柔 
らかい面、変形した面など 
への設置をさけてください。 

U モコンによるスイーべル 
動作び不安定になる場合び 
ありまず。 

♦テレビをフ□一 U ングの床に直接設置ずること 
はおけてください。 

フ□一 U ングの材質-表面状態によっては床面 
とスタンドのスべ U 止めび強く密着し、モニ 
ター部を持ち上げた際、フ□一 U ングの表面び 
はびれる場合びありまず。 


重要 


■搬送についてのごま意 

引越しや修理などで本機を運搬する場合は、本機 
用の捆包箱とクッション材をご使用ください。 
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■キャビネットのお手入れについて 

♦キャビネットの表面をベンジン、シンナーなどでふいたり、殺虫剤などの揮発性のちのをかけたりしないでく 
ださい。また、ゴムやビニール製品などを長時間接触したままにしないでください。 

を質したり、塗料びはげるなどの原因となります。 

♦化学ぞラさんは、キャビネット変質の原因となりまずのでご使用にならないでください。 

♦キャビネットや操作パネル部分の巧れは、付属のク U —ニングク□スや柔らかい巧で輕くふさ取ってくだ 
さい。巧れびひどいとさには、水で薄めた中性洗剤に巧をひたしよく絞ってからふさ取り、乾いた巧で仕上 
げて < ださい。 

特に、次の洗剤などは塗装を傷めまずので使用しないでください。 

•アルカリ性洗剤、アルコール系洗剤、みびさ粉、粉石験、カーワックス類など 
♦キャビネットの光ミ尺部分は、傷び目立ちやすいので、お手入れ、お取扱いには特にごを意願います。 

■ ノ くネルのお手入れについて 

♦本機のパネル表面は、特殊なフィルムやコーティングび施されていまず。お手 
入れの際には、テレビに付属のク U —ニングク□スや柔らかい巧（綿-ネル等） 
で軽 < 乾なさして < ださい。 

♦化学ぞラさんやク1」ーナーは、その成分により、パネル表面び変質したり、フィ 
ルムや特殊コーティングびはびれたり、変色ずる恐れびありまずので、ご使巧 
にならないでください。 

♦硬い巧で拭いたり、強く擦ったりしまずと、パネル表面のフィルムや特殊コー 
ティングび傷付さまずのでごを意<ださい。 

♦指紋など油脂類の巧れびひどい場合は、水で薄めた中性洗剤に柔らかい巧をひ 
たしよく絞ってからふさ取り、乾いた柔らかい巧で仕上げてください。 

♦ガラス用ク U —ナーやスプレー式のクリーナーは、パネル表面び変質したり、 
フィルムや特殊コーティングびはびれたり、内部に侵入し、故障の原因になる 
恐れびあるので、使用しないでください。 

■ ノた; g レの強度について 

プラズマパネルは微細加工したガラスでず。パネルの前面には強化ガラス製のフィルターを取り付けていま 
すび、ガラスび破損ずる恐れびありまずので、指-手などで巧したり物をぶつけたり、強い衝撃は与えない 
で < ださい。 

液晶パネル表面には保護ガラスびありません。指•手などで押したり物をぶつけると、液晶セル-ガラスび 
破損し、故障やけびの原因となりまず。 

■ SD メモ U —カード挿入□について 

SD メモ U —カード（またはマルチメディアカード）じ(外のをのを挿入しないでください。また、コインな 
どの金属物や異物を挿入しないで<ださい。故障や破損の原因とな0まず。 




お守りください（つづさ) 


ご使用の前 
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[ お知！ 5 せ 


■ 面欠点について 

パネルは、精密度の高い技術で作られていますび、画面の一部に欠点（光らない点）や輝点（ま計に光る点）び存在す 
る場合びあります。これは故障ではありません。 

■ 残像について 

静止画(画面表示、放送局側から送られる時刻表示など）やメニュー表示を短時間（約1分程度)表示し、映像内容び変わっ 
たとをに前の静止画び残像として見えることびありますび、自然に回復します。故障ではありません。 

■ パネル表面について 

プラズマパネルは、パネルの内部で放電を起こすことによ0映像を表示しています。そのため、パネルの表面温度び高 
<なる場合びあります。また、プラズマパネルは、微細加工したガラスです。パネルの前面には強化ガラス製のフィルター 
を取り付けていますび、ガラスび破損する恐れびありますので強い衝撃は与えないでください。 

液晶テレビは、内蔵している堂光ランプを点なさせることにより映像を表示しています。そのため、液晶パネルの表面 
温度び高 < なる場合びあります。 

■ パネル駆動音について （ プラズマテレビ） 

視聴中に、「ジー」といラプラズマパネルの駆動音び聞こえることびありますび、故障ではあ D ません。 

■ 輸送時について 

本体を横倒しにして輸送した場合、パネルガラスび破損する、または面欠点び増加する可能性びありますので、横倒し 
での輸送はしないでください。 

■ ホが線通信機器について 

赤外線コードレスマイクや赤外線コードレスへッドホンなどの通信機器は、通信障害により、使用でをない場合びあり 
ます。これは故障ではありませんので、あらかじめご了承ください。 

■ ラジオについて 

本機の近くでラジオを使用しますと、ラジオの音声に雑音び入る場合びあります。本機より離してご使用<ださい。 

■ ファン モーター について 

テレビ内部の温度を下げるためにファンモーターの動作音びするとをびありますび、故障ではありません。 

■ 本機の温度について 

本機は、長時間使用したとさなどに、上部やバネル表面び熱くなる場合びあります。手で軸れると熱く感じる場合ちありまずび、 
故障ではありません。また、熱で変おしやすいちの（オーディオテープ、ビデオテープなど）を上に置かないでください。 

■ 焼き付きについて （ プラズマテレビ） 

静止画（画面表示、放送局から送られる時刻表おなど）や、ゲーム機などの固定映像を長時間または繰り返し表示したり、 
画面のワイドモードをノーマルモードで長時間ご覧になると、プラズマバネルび焼さ付く場合びありまず。画面の焼さ付 
きを避けるため、スク U —ンセーバーの使用や、ワイドモードはノーマルし U かのモードで使用ずることをおずずめしまず。 
焼を付をび軽度のとをは、目立たなくなることびありますび、一度起こった焼を付をは完全には消えません。 

詳しくは挿入紙をご覧ください。 

■ 低温度環境での使用について（液晶テレビ） 

液晶の特性により、周囲温度び下びるにつれ、液晶の応答速度び遅<な0、映像び残像として見えることびありますび 
故障ではありません。常温環境下に戻し、しばらくすると回復します。 

■ 電話回線の接続び必要でず 

デジタル放送では、電話回線を使って視聴記録データの送信や視聴者参加番組への参加などびでさるシステムを採用して 
います。本機には NTT の2線式公衆電話回線で、プッシュ式またはダイヤル式 (10 PPS /20 PPS ) の電話機に接続 
の電話線を分配して接続してください。また、接続した電話回線は異常び発生しない限り、取り外さないでください。不 
特定を数の人び利用する公衆電話や共同電話、および2線式電話回線と接続しない電話機（携帯電話、 PHS など）では 
利用でをない場合びあります。 

■ インターネッ ト 網への接続び必要でず 

地上- BS デジタル放送では、インターネット網への接続によ D 、 さらにを様な双ち向データサービスを利用することび 
でをます。本機で、このサービスを利用するには、常時接続の回線業者やインターネットサービスプ□バイダーとの契約 
び必要です。インターネット網への接続をしていないと、双ち向データサービスを利用でをない場合びあります。 

■本機の受信周波数帯域に相当する周波数を用いた機器とは離してご使用ください 

本機の受信周波数帯域 （470 MHz 〜 2072 MHz ) に相当する周波数を用いた携帯電話などの機器を、本機やアンテナケー 
ブルの途中に接続している機器に近づけると、その影響で映像' 音声などに不具合び生じる場合びあります。それらの機 
器とは離してご使用ください。また、アンテナの接続時にアンテナケーブルや分配器、分波器などの機器を使用する場合は、 
共聰用のちのをご使用ください。 
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■ 本機の電源プラグは甫時コンセントに接続しておいてください 

長期間留守にされる場合や本機に異常び発生したとさし U がは、テレビの電源プラグをコンセントから抜いたままにしない 
でください。本機は電源オフ（スタンバイ）状態でち、自動的にデジタル放送の情報を受信したり、視聴記録の送信を行っ 
たりする場合びあります。 

■天候不良によって、画質、音質び悪くなる場合びありまず 

雨の影響によ D 衛星からの電波び弱くなっている場合は、引さ続を放送を受信でをる降雨対応放送に切 D 換えます。（降 
雨対応放送び行われている場合）降雨対応放送に切り換わったとさは、画面にメッセージび表示されます。 

降雨対応放送では、画質や音質び少し悪<なります。また、ま組情報ち表示でをない場合びあります。 

■ 視聴記録の送信について 

ち -C ぶ含力ードに記録される視聴記録データは、定期的に電話回線を通じ（株） B-CAS 〔(株） ビーエス-コン ディシヨ 
ナルアクセスシステムズ〕へ自動送信されます。データ送信の電話料金は無料ですび、データ送信中は、同じ回線に接続 
の電話機は使用でをません。 

■ 操作できなくなった場合は 

受信異常などにより、本機の操作びでをなくなった場合は、本体の主電源ボタンで電源を「切」にし、スタンバイ/受像 
ランプ消灯後、再度を電源ボタンを押してください。 

■ ダウン□ードについて 

放送運用などに変更び生じた場合、本機のソフトウエアを更新して対応させるために、適宣放送によるダウンロードヴー 
ビスを行ないます。このサービスを受けるには、ご使用にならないとさは、 U モコンで電源を切った状態にしておくこと 
をお勧めします。本体の主電源ボタンで電源を r 切」にしたり、電源プラグを抜いた場合はこのヴービスを受けられません。 

■ 110度 CS デジタル放送をご覧になるには 

110度 CS デジタル放送に対応したアンテナび必要です。また、ブースターや分配器などをご使用の場合は、 
21已 OMHz またはそれしツ上の周波数対応の伝送機器び必要です。詳し<は販売店にご巧談<ださい。 

■ ご覧になる位置は 

画面の縦の長さの3〜7倍離れた場所でご覧になれば、見やす <て疲れに < <な0ます。 

■ アンテナの点検-交換について 

アンテナは風雨にさらされるため、美しい画像でお楽しみ頂くためにも点検-交換することをお 
すすめします。 

特に、煤煙のをい巧、潮風にさらされる巧では、アンテナび早く傷みますので、映りび悪くなっ 
た場合は、販売店にご相談< ださい。 


■ 本機に記憶される個人情報などについて 

♦本機には、データ放送で登録した個人情報び記憶されています。本機を他人に譲ミ度したり、廃棄するとをは「設定の 
初期化」四!]を実施して、個人情報を消去してください。 

•お客様または第=者び本機の操作を誤ったとを、静電気などのノイズの影響を受けたとを、または故障、修理のとを 
などに、本機に記憶またはな巧されたデータなどび変化、消失する恐れびあ0ます。これらの場合の損害や不利益に 
ついて、当社は何ら責任を負5ちのではありません。 

■ メモ U —カードについて 

本機またはメモ1」一力ード1」ーダーに挿入されたメモ1」一力ードになを、記憶されているデータは、本機の操作を誤っ 
た場合や静電気などのノイズの影響を受けた場合、消失する恐れびあ0ます。このよラな場合や万一何らかの不具合に 
より、データび消失した場合の補償や損失、直接•間接の損害について、当社は一切の責任を負いかねます。あらかじ 
めご了承ください。大切なデータは、他のメディアにバックアップを取っておくことをおすすめします。 

■ ライセンス等について 

参本製品には、 ACCESS 社製データ放送用 BML ブラウヴ NetFront v 3.0 DTV Profile を搭載しています。 

NetFront は株式会社 ACCESS の日本国における登録商標です。 

Copyri 呂 ht ( C ) 199己-200已 ACCESS CO .. LTD . 

A が ESS NetFront v3.0 DTV Profile 

• 日本語変換には、オム□ンソフトウエア（株）のモバイル Wnn を使用しています。 

• この製品は、目目 E Sound , Inc . からの実施権に基づを製造されています。 

この製品は、米国目目 E Sound , Inc . の所有する特許 USP 已已1日7己2及び己73目8目7を使巧してし、ます。目目 E と 
目目 E のシンボルは、目目 E Sound , Inc . の登録商標です。 

目目 E プ□セスは音の明瞭度と臨場感を改善し、話し声や歌声及び楽器の演奏などを原音におい、自然で聞 
きやすい音として再現します。 

SRSW SRSC •:> 

> 川!削山! | |化か は 、 SRS Labs , Inc . の商標です。 

W 日 W と TruSurround DIGITAL 己.1 CH 技術は 、 SRS Labs , Inc . からのライセンスに基づき製品化されています。 
WOW は SRS と TruBass の組み含わせ技術です。 




お知5せ（つづさ) 


ご使用の前 











■付属の B~CAS カー问ホ、デジタル放^|を視聴していただくために、お客様へ貸与された大切なカードでず。 
破損や紛失などの場合は、ただちに巨-さぶ含「(株）ビーエス.コンディショナルアクセスシステムズ」カス 
タマーセンターへご連絡<ださい。お客様の責任で破損、故障、紛失などび発生した場合は、再発行費用び 
請巧されまず。 

■万一、本機の不具合により録画びできなかった場合の補償についてはご容赦ください。 

■あなたびビデオデッキなどで録画、録音したをのは、個人として楽しむなどのほかは、著作権法上権利ちに 
無断で使巧でさません。 

■本機から電話回線などを通じて通信を行なラと、通話料金無料のフ U —ダイヤルでないかざり、電話料金は 
お客様の負担にな0まず。 

■本製品は、著作権保護技術をお用しており、マク□ヴィジョン社及びその他の著作権利ちび保有ずる米国特 
許及びその他の知的財産権によって保護されていまず。この著作権保護技術の使用は、マク□ヴィジョン社 
の許可び必要で、また、マク□ヴィジョン社の特別な許可びない限り家庭用及びその他の一部の鑑賞用の使 
用に制限されていまず。分解したり、改造ずることち禁じられていまず。 

■国外でこの製品を使用して有料放送サービスを享受ずることは、有料サービス契約上禁止されていまず。 

■この説明書に記載の画面イラストは、実際に表おされる画面と異なる場合びありまず。チヤンネル番号、チヤ 
ンネル名、番組名などを含め、実際に表おされる内容については画面でご確認ください。 

■本機の仕様および機能などは、ダウン□ー ドなどにより変更ずることびありまず。 

■ダウン□ー ドとは、デジタル放送を受信してダウン□ー ドデータを取り込み、本機のプ□グラムを最新のを 
のに書き換える機能でず。お買上げ時はダウン□ー ドを「自動」で行なう設定になっていまず。「しない」設 
定にをでさまずび、最新のプ□グラムでお楽しみいただくため、通常は「自動」の設定でご使用ください。 



IJHDD の取扱いについて 



HDD (八ードディスク）の取扱いについてのお願い 

本機に内蔵の八ードディスク （ m 下 HDD ) は非常に精密な機器でず。使用ずる 
環境や取扱いにより HDD の動作および寿命に影響を与える場合びありまずの 
で、次の内容を必ずお守りください。 

■設置時 

♦後面や側面の通風孔をふさびないでください。 

•振動や衝撃び起こらなし鳴所に設置してください。 

•ごみやほこりの少ない場所に設置してください。 

参慌露」（つゆつき）び発生しにくい場所に設置してください。「結露」は故障の原因になります。 

「結露」とは、をたいコップの表面に水滴びついた0する現象です。急な温度変化び起さた場合や、寒い巧から暖かい場 
所へ移動して設置する場合は「結露」び起こ0やずくなりまず。そのよラな場合は、室温に約2〜3時間なじませてか 
ら電源を入れてください。 

参温度や湿度び高くない場所、直射日光びあたらない場所に設置してください。温度や湿度の高い場所に設置すると故障の 
原因にな0ます。 

•ま定した動作を維持するため、長期間ご使用されない場合でち、一年に一回程度は通量していただくことをおずずめしまず。 

■動作中 

•電源プラグを抜いたり、電源ブレーカを切らないでください。 

•振動や衝撃を与えた0、本機を動かしたりしないでください。 

動かすとをには--■①本体側面の電源スイッチを「切」にしてください。 

③電源プラグをコンセントから抜いてください。 

③2分し:<(上待ってから本機を動かしてください。 

参本体前面のスタンバイ/受像ランプび緑色に点なしている間、 HDD は高速で回転しています。起動時や回転中に発 
をする音や振動は故障ではありません。 

参データ読み取 D の状態により、再生画面にまれにノイズび発生することびあ D ますび、これは故障ではあ D ません。 

参「八ードディスクにアクセスでをません」のメッセージび繰り返し表示される場合は、テレビの電源プラグを抜いて 
10秒し iLh 経過してから電源プラグを差し込み、再度電源プラグを差し込んでください。 


■停電び発生した場合 

参記録中や再生中に停電等で電源び供給されなくなった場合、 HDD の録画内容び損なわれる可能性びありまず。 

■故障時のお願い 

参再生画面び一時停止した0乱れび頻繁に発生ずる場合は、 HDD の故障び考えられます。このよラな場合は HDD の交換 
修理び必要です。 

参 HDD を交換修理する場合、 HDD の録画内容を新しい HDD に移すことはでをません。 

♦修理の際は、必ずお買い上げの販売店またはお客様ご相談窓口にお問い合わせください。 

ご自分で HDD を交換修理することはでをません。本機を分解されますと、な証び無効にな0ます。 


大切な映像を保存するために 


参故障の場合、 HDD の録画内容び損なわれることびあ0ます。大切な映像を録画ずる際は、ビデオなどによる録画を併用 
されるか、または HDD に録画後、ビデオテープなどに複製（ダビング）されることをおすずめしまず。（コピーガード 
信号によ0録画または複製でをないことびあ0ます） 



万一何5かの不具合により、録画や再生びでさなかった場合の内容 （ データ ) 
の補償や損失、直接•間接の損害について、当社は一切の責任を負いかねます。 
あ5かじめご了承ください。 


読みください 


ご使用の前 
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L デジタル放送について 

デジタル放送には、巨 S デジタル放送、110度 CS デジタル放送および地上デジタル放送がありまず。 

BS デジタル放送および110度 CS デジタル放送は、それぞれ東経110度に位置ずる放送衛星および通 
信衛星を利用したデジタル放送でず。本機では、110度 CS 対応巨 S デジタルアンテナを使用ずることで、 
両方の放送を受信ずることができまず。また、地上デジタル放送は、 UHF 帯域の電波を使って放送されま 
ずので、デジタル放送のチヤンネルに対応した UHF アンテナを使用ずることにより、受信ずることがでを 
まず。 


デジタ J レ/\イビジョン放送 . 

デジタル八イビジョンの放送フォーマットは走査線112已本（有効1日8日本）飛び越し走査の112已 i ( lOSOi ) と走査線7已日本 
(有効72日本）順;欠走査の7已日 P (72 日が放送の2種類があ0、細部までをれいに表現され、臨場感豊かな映像を楽しめます。また、 
現行のテレビ放送とほぼ同等の画質のデジタル標準テレビ放送わあります。 

をチャンネル放送 . 

デジタル信号圧縮技術により、従来のアナ□グ放送と比較して多チャンネル放送がおこなえます。デジタル八イビジョン放送やデジタ 
ル標準テレビ放送の多チャンネル化のほかに、独立データ放送やデジタルラジオ放送ちおこなわれます。 

データ放送 . 

文字や静止画によって必要な情報を選んで画面に表示させることがでさる新しい放送です。テレビ放送やラジオ放送の番組に連動した 
データ放送と、独立したデータ放送の2種類のデータ放送があります。データ放送では、電話回線を使用した視聴者参加番組や ショ ッ 
ピング、バンキングなどの双方向サービスをあります。（インターネット網への接続が必要な場含をあります。） 

ヴ5ウンド•ステレオ . 

音声信号圧縮技術 MPEG -2 AAC 方式の採用により、最大已 .1 チャンネルのサラウンド音声の番組ち放送され、臨場感ある音声をお楽 
しみいただけます。ただし、已 .1 チャンネルのサラウンド音声をお楽しみいただくには AAC 方式の光デジタル音声入力に対応したオー 
ディオ機器を接続する必要があります。 

[5.1 チャンネル：已チャンネルステレオ+低域強調チャンネル] 

電子番組ガイド （EPG : Electronic Pro 邑 ram Guide ). 

デジタル放送では、それぞれの放送に対して約1週間分の番組情報が送6れることがあります。電モ番組ガイドを利用し、画面上にそ 
れぞれのデジタル放送の番組表を表示させ、番組表か6番組を選んで詳細情報を表示させた0、視聴や録画したい番組を事前に予約し 
たりすることがでさます。 

目 S デジタル放送について 

目 S デジタル放送は、東経11日度に位置する放送衛星を利用したデジタル放送です。デジタル八イビジョン放送が中むであ0、無料放 
送が多いのを特長です。（一部有料放送をあります） 

基本的に放送事業者ごとの放送となるため、視聴契約や登録が必要な場合は放送事業者ごとに申し込みが必要です。 

110度 CS デジタル放送について 

] ]〇度 CS デジタル放送は、東経]] 0度に位置する通信衛星を利用したデジタル放送です。目 S デジタル放送とは異なり、デジタル標準 
テレビ放送が中むであり、映画、スポーツ、エンターテイ:ントなど有料専門チャンネルが多いのが特長です。（一部無料放送をあります） 

地上デジタル放送について 

2003年]2月から順次、放送を開始している地上波の UHF 帯を使用したデジタル放送です。デジタル八イビジョン放送に加えて、デー 
夕放送や双方向データサービスなどがあります。地上アナ□グ放送に比べてづーストなどの影響を受けにくいのも特長です。（有料放送はあ 
りません。） 


•姐材 a 

110度 CS デジタル放送は、従来の CS デジタル放送スカイパーフエク TV ! (スカパー！）（ま経128度、124度の 
JSAT -3,」 SAT -4 を利用）とは異なる放送です。従来のスカイパーフエク TV ! (スカパー!)放送を受信するには、専用デジタ 
ルチューナーび必要です。本機では受信でをません。 

V - 
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信契約について 


BS デジタル放送および ]] 0度 CS デジタル放送では、限定受信システムに AS ) により本機に付属の B - CAS 力一 
ドを挿入しておくと、 有料番組の契約や購入状況情報び B - CAS カードに記憶されまず。その情報は電話回線を使つ 
て（株） B - CAS へ自動送信され、管理されまず。 




B-CAS 力ードの登録 

本機に付属の B - CAS カードの台紙の一部びユーヴー登録用はびさになっていまず。台紙に記載の文面をよくお読み 
のラえ、ユーヴー登録はびさに必要事項を記入•巧印してポストに巧かんし、 B - CAS カードを必ず登録してください。 
(登録料は無料でず） 

デジタル放送を視聴する場合には、必ず B-CAS 力ードを挿入してください。 

B - CAS カードは、有料放送の課金や放送局からのメッセージの管理等のほか、著作権保護の為のコピー制御にち利 
用されていまず。 


B - CAS 力ードによる限定受信システム CAS のしくみ 


ご使用の前 


1已 







































信契約について 


^ BS デジタル臓の有纖送視聴の手続きについて^ 


• WOWOW 、 スター' チャンネルなどの BS デジタル放送の有料放送サービスを受信するためには、 B - CAS 力ードの登録のほ 
かに、個別の受信契約び必要となります。 

•有料放送を視聴するには、お客様の視聴したい番組を放送している放送局へ加入申し込みをして契約するぶ、要びあります。本機 
に同 t 困されている加入契約書に必要事項をご記入のラえ、ポストに巧かんして<ださい。 

•詳しくは、それぞれの有料放送を行ラ放送局のカスタマーセンターへお問い合わせください。 

•お問い合わせの際は、電話番号はお間違えのないよラにお願いいたします。 

200已年7月現在の BS デジタル放送局 （ NHK と有料放送局）の電話番号、ホームページアドレスおよびチャンネル番号は、 
なのよラになつております。 


BS 放送局 

お問い合わせ電話番号/ 
ホームページアドレス 

BS 放送局 

お問い食わせ電話番号/ 
ホームページアドレス 

NHK BS 1 

NHK BS 2 

NHK デジタルノ V イビジョン 
(1 日1、102、103 ch ) 

0120 -151515 

〔夏信契約専用フ U —ダイヤル） 

受付時間目:00〜2ひ00 (年中無休） 
http :// www . nhk . or . jp / ps / 

W 0 W 0 W 

り日し ] 目2、 193 ch ) 

日120 -48080] (フリーダイヤル） 

日已7曰一 00808日（ナビダイヤル） 
(携帯電話などをお使いの方は、 

日4已一巨83 — 8080) 

受付時間目:0日〜2日:00 (年中無休） 
http :// www . wowow . co . jp / 

NHK 衛星放送養信契約をされていない方は、 NHK と衛星放送受信契約 
び必要です。 

W 0 W 日 W はテレビ放送のみの視聴申し込みび必要な放送です。ラジオ放 
送（49]、4目2か1)と独立データ放送 (79 K 792 ch ) は無料放送です。 

スター-チヤンネル BS 
に00 ch ) 

日已70 -010-110 (ナビダイヤル） 
(携帯電話などをお使いの方は、 

04己一339— 1已已己） 

受付時間 ] 0:00〜20:0日〔年中無休） 
h け p :// www.sta 卜 ch . co . jp / pc/star 



スター. チャンネル日 S はテレビ放送のみの視聴申し込みび必要な放送で 
す。独立データ放送 ( SOOch ) は無料放送です。 





NHK では、 BS デジタル放送のメッセージ機能を利用して受信確認を行っています。すでに NHK と衛星放送受信契約され 
ていても、本機に同捆されている 「 B - CAS 力ードユーヴー登録はびを」をお送りいただけない場合、または、はびをを送っ 
ても下部の「はしりに〇びついていない場合は、 B - CAS 力ードを挿入して30日経過後、 NHK - BS デジタル放送のチャ 
ンネルに合わせると、画面左下に NHK へのご連絡をお願いするメッセージび表示されます。このメッセージは、画面に表示 
される NHK のフ U —ダイヤルにお電話いただを、 B - CAS カードま号、住所、お名前、電話番号などをお伝えいただければ、 
表おされな< な0ます。 

参一部のデータ放送など、無料放送でちユーヴー登録び必要な場合びあります。詳し<は、それぞれの放送局へお問い合わせ< 
ださい。 
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•110 度 CS デジタル放送の有料放送サービスを受信するためには、 BS デジタル放送と異な D 、 個別チャンネルの放送事業者 
ちではなく、「スカイパーフエク TV !110(スカパー!110)」び、放送チャンネル受信契約の代行を行うこととなります。 

参110度 CS デジタル放送では、チャンネル毎の受信契約のほかに、個別に契約申込されるよりち視聴料金びお得なパック契約 
び用意される場合びあります。 

•詳しくは、カスタマーセンターへお問い合わせください。 

参お問い合わせの際は、電話番号はお間違えのないよラにお願いいたします。 



2005年7月現在の110度 CS デジタル放送のカスタマーセンター電話番号とホ- 
ます。 


-ムページアドレスはなのよラになつており 


110 度 CS デジタル放送 

お問いちわせ電話番号/ホームページアドレス 

スカイパーフエク TV ! ] 10(スカパー！1]0)•カスタマーセンター 

0570 ^ 012 ^ 110または日 4 已— 339 — 0002 

寅付時間10: 日 〇〜20: 曰 0 (年中無休） 
http :// www.skyperfectv 11 0. jp / 


110度 CS デジタル放送の有料放送視聴の手続きについて 


ご使用の前 
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I アナ□グ放送か 5 デジタル放送への移行について 

デジタル放送への移行スケジユール 

地上デジタル放送は、関東、中京、近畿の=大都市圍の一部で2003年] 2月から開始され、その他の地域でち、 
200日年末までに放送び開始される予定でず。該当地域における受信可能エリアは、当初限定されていまずび、順 
次拡大される予定です。地上アナ□グ放送は 20]] 年7月に、 BS アナログ放送は201 ] 年までに終了ずることび、 
国の方針としてミ夫定されていまず。 


吕〇 00 年 


吕〇 03 年 吕〇〇己年 


2003 年 
12月 


地上デジタル放送 


吕 011 年 




地上アナ□グ放送 

201 1年 7 月終了 

つ non が- 1 

]2 月 

BS デジタルが送 




己 S アナ□グ放送 

2011 年までに終了 


•姐时 a 

•地上デジタル放送は、現在の地上アナ□グ放送とのミ居信をさけるために、当初は非常にルさな出力で放送び開始され、段階 
的に送出出力び上げられてい<予定です。このため、放送開始当初は受信エ U アび限定されます。 

参ブースターなどをご使用されている場合は、段階的に送出出力び上げられた際に、ご使用のブースターなどのレベル調整び 
必要な場合びあります。このよラな場合は、お買い上げの販売店またはアンテナエ事業者にご相談<ださい。 
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テレビや周辺機器を設置する 

各部のなまえ . 20 


■ リモコン . 20 

_■本体 . 21_ 

設置と準備の進めかた . 24 

_■地上デジタル放送を受信ずるには . 24_ 

リモコンの取り扱い . 25 


アンテナ線と接続する . 26 

、 

■ VHF/UHF アンテナの接続 . 26 

■をれいな映像を楽しむために . 27 

■ CATV ケーブルと接続するときの地上デジタル放送受信について . 27 

■ BS/CS アンテナの接続 . 28 

B - CAS 力ードを挿入する（重要） . 29 


電話回線と接続する . 30 

V_ 


LAN インターフエースと接続する . 31 

、 


お手持ちの機器と接続する . 34 

■接続できる機器 . 34 

■ビデオ、 DVD レコーダーなどの録画機器と接続する . 3已 

■し LINK 巧応の D-VHS ビデオデッキなどと接続する . 36 

■ HDMI 出力対応の D-VHS ビデオデッキなどと接続ずる . 37 

■ ビデオカメラと接続する . 38 

■画面を見なが5テープ編集したいとき . 39 

■ DVD プレーヤーと接続ずる . 40 

■ゲーム機と接続する . 41 

■デジタル音芦入力端子付をオーディオ機器と接続する . 42 

■才ーディオ機器と接続ずる . 43 

■ CATV ホームターミナルと接続する . 44 

■将来実用化予定のデジタル機器との接続 . 44 

■旧コント□-ラーを接続ずる . 4已 


■ デジタルカメラ.メモリーカードリーダーやが部キーボードと接続ずる…4巨 

電源プラグの接続について . 47 

据え付けについて . 48 


テレビや周、辺機器を設置ずる 


■転倒防止について…… 
■据え付けるときのご注意 


48 

49 
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L 口 pP のなま八 


リモコン 


液晶表? F 窓 
画面表示ボタン 
電源ボタン t 
CS デジタルボタン r 
BS デジタルボタン r 
チヤンネルボタン C 
文字入カボタン= 


チャンネル番号入カボタン 1 
音量ボタン: 

ホボタン 
青ボタン: 
番組表ボタン C 
15を! メニュ—ボタン: 
スイーベルボタン C 
べんりボタン C 
再生ボタン E 
一時停止ボタン C 
サーチ/ス□ーボタン C 
録画ボタン 
一発予約ボタン: 


BS 


画面表示音青切換入力切換 

0 0 0 0 

顿阿 ( f ジタ, Q 細， 

0 N ^ gNH | 巧 

问韩ち韩 （ 6叫 

〔 7 BS ) @男)〔 9 胃う 

00^^( 113013 


f 八’ 

チサンネルま号入力 

〇 

の 

な宜 

曰ま 

消音 

チヤンネル 

レ j 

〇 



赤 緑 
1〇 〇 




一時停止 再生 停止 

uOc ►つ Ce ) 

サーチ/ス□- スキップ/コマ送り 

(SS> OS) 

録画一発予約タイムシフトゆコく拥ま 

®ooo 

口 I 咖ブ 



音芦切換ボタン 
入力切換ボタン 
地上デジタルボタン 
地上アナ□グボタン 



消音ボタン 

チヤンネルアップ 
/ダウンボタン 


緑ボタン 
黄ボタン 

’録画番組ボタン 
= 2画面ボタン 



ミ夫定ボタン 
力ーソル 

® 連動 データ ボタン 
戻るボタン 
停止ボタン 

スキップ/コマ送りボタン 
ゆっくり再生ボタン 
タイムシフトボタン 


メモ > > 

参照ページマークについて 

。マークは、 r ①準備編」の取扱説明書体幫の参照ぺ一 
ジを表しています。 

マークは、 r ③操作編」の取扱説明書相 ij 冊）の参照ペー 
ジを表しています。 
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本体前面 


プラズマテレビ 



スピーカー 


リモコン受信窓 


スピーカー 


10スタンバイ/受像ランプ 
間09ま電源スイッチ （ 本体下側） 

※異常.故障の際には、このスイッチ 
をお切り < ださい。 


回線使用中 

ggj 録画/予約ランプ 


回線使用中 
録画予約実行中 
予約有 


緑 

ホ 

恆 


液晶テレビ 



醫 


回線使用中 
録画/予約ランプ 


回線使用中 
録画予約実行中 
予約有 


緑 

ホ 

杞 


m スタンパイ 
/受像ランプ 


スピーカー 


國黯 S 誌為彌乃^國リモ]ン受信窓 

をお切り < ださい。 




操作がでをなくなつた場合は 

本体のを電源スイッチで電源を「切」にし、スタンバイ/受像ランプび消灯してから再度主電源スイッチを押してください。 


テレビや周迅機器を設置ずる 
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[ •ロロ p のなまス 

本体側面 


プラズマテレビ液晶テレビ 


プラズマテレビ液晶テレビ 



将来発売予定の機器との接続 

テレビ関連機器の中には、現在開発中で数年後に 
実用化されると思われる機器びいくつかあり、シ 
ステムアップび可能となりまず。使い方など、詳 
しくは各接続機器の取扱説明書をご覧ください。 


メモ > > 

参照ページマークについて 

。マークは、 r ①準備編」の取扱説明書体幫の参照ぺ一 
ジを表しています。 

マークは、 r ③操作編」の取扱説明書相 ij 冊）の参照ペー 
ジを表しています。 


V 


阿拡張端子 


f ^ i . UNK 端子兼 
■^ DV 入力端子 


へッドホン端子 

巿版の=ニプラグのへッドホンを 
つなぐ端テです。ヘッドホンの音 
量を設定することびでをます。 


ビデオ已入力端子 




SD が1」-で- 

圍 

巧一取出し 


電源 

〇 


▲ C 


チャンネル 


▼〔 


音量 


▼ C 


入力切換 


録画 


再生 


停止 


BUSD メモリーカード挿入 □ 




gg 電源ボタン 
gg チヤンネルボタン 

音量ボタン 

臣目入力切換ボタン 

@9録画ボタン 
gS 再生ボタン 
巨 g 停止ボタン 
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本体後面 


プラズマテレビ 



液晶テレビ 


ssBBessBaasBBessBasss & aasBBeseeaasBBessBissBBesBBisa 9 耐 mm!! 刪刷!!!咖 苗 夕 



電源コードコネクター 


2 


丄 INK 端子兼 
DV 入力端子 

I ^ HDMIl (ビデオ 1) 入力端子 
ggHDM に（ビデオ 2) 入力端子 
[ pT|LAN 端子 
[ g ^ B - CAS 力ード挿入 □ 

電話回線接続端子 


圆 
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陶 UHF/VHF 

混合アンテナ端子 

[§§1通信端末用アース端子 


g 5| モニター 出力端子 

ドち]サブウー八一出力端子 
ビデオ1入力端子 
阿ビデオ吕入力端子 

モニター 出力端子 


UHF/VHF 
75 Q 
〇 




BS / CS-IF 
入力 
〇 


巨 S/CS 

コンパーター 

DC 15 V 
/最大 4 W 



r 


□ 


=電源コードの固定方ま= 
電源プラグをあ体へ差し込んだ後、 
コードをクランプじ固をして 
くださし、。 


W デジタル 
音青化力 


圆 


専巧スタンドー(| 
専用ヴーフル政外は ' 
f 夏続しないで下ちい。 


[|§1 BS / CS - IF 入力端子 
ビデオ3 

/コンポーネント1 
入力端子 


旧コント□-ラー端子 

05] ビデオ4 

/コンポーネント吕 
入力端子 


光デジタル 
音青出力端子 

専用スタンド接続端子 


テレビや周辺機器を設置ずる 
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置と準備の進めかた 


重要 


本機の設置やアンテナエ事には技術と経験び必要ですので、販売店にご相談ください。 
(設置-準備費用については、お買上げの販売店にご相談ください。） 


ご自分で設置と準備をされるときは、下記の順番で作業してください。 



VHF アンテナ UHF アンテナ 


110度 CS 対応 
BS デジタルアンテナ 
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B - CAS 力ード 




1 

付属品を確認し、リモコンに電池をいれます 

図，國 

2 

アンテナ線と本体を接続します d 国， 

3 

B-CAS 力ードを挿入しまず（重要）國 

4 

電話回線、 LAN インターフェイスを接続しま 
ず闡，國 

已 

お手持ちの機器を接続します 医！] 

■ ビデオ、 DVD レコーダーなどの録画機器 

■ i . LINK 対応の D - VHS ビデオデッキなどほ司 

■ HDMI 出力対応の D - VHS ビデオデッキなど 
■ ビデオカメラ [35] 

■ DVD プレーヤ ー R 司 
■ ゲーム機区日 

■ デジタル音声入力端テ付をオーディオ機器^ 

■ オーディオ機器ド司 

■ CATV ホームター5ナル[451 
■ 旧コント□-ラ ー p 司 

■ デジタルカメラ-メモ1」一力ード1」ーダーやか部キーボード 

6 

電源プラグをつなぎます臣2] 

7 

電話回線、旧 P (プ□バイダー)、 LAN を設定 
しまず 國，圆 

8 

お住まいの地域に合わせて受信設定をします 医国 

9 

接続したか部機器を設定します 匹！ 


地上デジタル放送を受信するには 


地上デジタル放送を受信ずるには、下記の要件びずべて整っていることび必要でず。 

1. 受信地点は、ずでに放送地域になっていまずか？ 

関東■中京■近畿の=大都市圏では、2003年] 2月から放送開始されています。その他の地域では、200日年モまでに順な、放 
送開始される予定です。地上デジタル放送の受信エ U アのめやすは、総務省またはお近くの地方総合通信局にお問い合わせください。 

2. UHF アンテナは、地上デジタル放送に対応していまずか？ 

UHF アンテナには全帯域型と帯域専用型びありますので、全帯域型または地上デジタル放送対応型をご使用<ださい。 

3. UHF アンテナは、地上デジタル放送の送信培の方向に向いていまずか？ 

現在お住まいの地域で、地上デジタル放送の送信塔び地上アナ□グ放送と同じち向の場合は、そのままの向さで地上デジタル放 
送を受信でさますび.送信塔のち向び違ラ場合は、アンテナの向さを地上デジタル放送の送信塔のち向に変更ずる必要びありまず。 

4. 地上デジタル放送受信機の入力信号は、所要の信号強度びありまずか？ 

地上デジタル放送は、現在のアナログ放送との混信を避けるために、当初は非常に小さな出力で放送されますので、受信エ U ア 
び限定されます。また、受信エ U ア内であってち、地おやビル陰などによって電波びさえざられる場合や電波の伝搬状況などに 
より、視聴でをない場合びあ D ます。 

参ケーブルテレビまたは共聴-集合住宅施設でご視聴のちは、ケーブル事業ちまたは共聴施設管理者にお問い合わせください。 
•地上デジタル放送を受信ずるためには、最初に「地域名」の設定と r 巧期スキャン」の操作がお要でず。 [1 ミ] 
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じ J モコンの取り扱い 


A ま意 

乾電池の使用上のごま意 

♦本機で指定されていない電池は使用しないでください。また、新しい電池とちい電池を混ぜて使用しないでくだ 
さい。電池の破裂、液をれにより、火災•けびの原因となることびありまず。 

♦電池を機器内に挿入ずる場合、極性表おプラスとマイナスの向さにミ主意し、機器の表示どおり正しく入れてくだ 
さい。まちびえまずと電池の破裂、液ちれにより、けびや周囲を巧損ずる原因となることびありまず。 





♦リモコンは、本機の U モコン受信窓に向けて操作 
しまず。 

♦リモコンは、それぞれの U モコン受信窓の正面か 
ら約已メートル、左30度、ち30度の範囲内で 
お使いください。 

♦かんたん操作機能（③操作編 B9) を使用して外部 
機器を操作ずるときは、 U モコン受信窓に向けて 
操作しまず。 

U モコン送信機はかんたん操作モードにより 
-かんたん操作機能（③操作編因）使用時：本機 
に付属の U モコン送信機で操作しまず。 

- U モコンスルー機能（③操作編田日）使用時：外 
部機器専用の U モコン送信機で操作しまず。 
♦かんたん操作機能を使巧しないで外部機器を操作 
ずるときは、外部機器専用の U モコン送信機を外 
部機器の U モコン受信窓に向けて操作しまず。 


♦ U モコンに水をかけたり、めれたをのの上に置かないでください。故障の原因になりまず。 

♦長時間ご使用にならない場合は、乾電池を U モコンから取り出しておいてください。 

♦液晶表おび薄くなったりボタン操作時に点滅したりずる場合や、1」モコンの操作びしにくくなった場合は、乾電 
池を交換して < ださい。 

♦ U モコン受信窓に直射日光などの強い光び当たると動作しなくなることびありまず。光び直接当たらないよラに 
テレビの向さを変えてください。 


テレビや周辺機器を設置ずる 


25 








































































しアンテナ線と接続する 


A 注意 

アンテナエ事には、技術と経験び必要でずので、販売店にごホ目談ください。 


①アンテナの種類に応じ、下図の要領で UHF/VHF ミ居合アンテナ端子に接続してください。 

③地上デジタル放送を受信するとをは、 UHF アンテナを使用します。 VHF アンテナでは受信でをません。また、現在お使いのア 
ンテナび UHF アンテナでち、調節や取り替えび必要な場合ちありますので、その際は、販売店にご相談ください。 

③ 本機の UHF/VHF 混合アンテナ端テへの接続に市販の U/V ミ居合器やアンテナアダプターを使用する場合は、できるだけ本機よ 
り離して接続してください。 

④ VHF/UHF アンテナび独立のとをなど、ミ居合器の取り付けび必要な場合は、販売店にご相談ください。 

⑥ CATV ケーブルと接続するときは、伝送ち式や接続について詳しくは CATV 会社にお問い合わせください。 


VHF / UHF アンテナの接続 


VHF / UHF アンテナび混合のとき 


VHF アンテナ UHF アンテナ 




U/V 

混合器 



►室内 


中継接栓(付属品） 


j 喧♦邮夺 


RF ケーブル(付属品） 


、フェライト〕ア咐属品） 


UHF/VHF 分 

巧 〇。 化 

1 

® ぶ 

BS/CS 
コン"ーター 
呈巧 

0C15V 
/品ス 4W 

遇恒蹄末用 

ちニター 
出で 

ビデス1 
入の 

ごデ：？2 
入: ti 

ビデ33/ 
コンポータント1 
入力 

ビデ34/ 

コンボーネント2 
入力 

S2 の後 

S2 映復 

m 

S2 巧を 

翻 

\E\m 

〇 


BS - CS が混合のとき 側： VHF/UHF/BS 混合入力） 


① 付属の RF ケーブルを本機の UHF/VHF アンテナ端子 
に接続する。 

② 付属の RF ケーブルの反対側をお部屋のアンテナ端テ 
と接続する。または、 U / V ミ居合器の同軸ケーフルと付 
属の中継接栓で接続する。 



① 付属の RF ケーブルを本機の UHF/VHF アンテナ端子 
に接続する。 

② 付属の RF ケーフルの反対側を BS/UV 分波器の UV 
出力と付属の中継接栓で接続する。 

③ BS/UV 分波器の BS 出力を本機の BS / CS-IF アンテ 
ナ入力端テに接続する。（医国ちご覧ください)。 



アンテナ線接続時のごま意 

♦アンテナ線には、巧言の少ない同軸ケーブルの使用をおずずめしまず。 
(平行フィーダーを使用しますと受信状態び不安定となり、巧言電波を受 
けやずく、画面にしま模様び現れたりしまず。） 

♦やむを得ず平行フィーダーを使用ずる場合は、本機よりでさるだけ離し 
て < ださい。 

♦室内アンテナを妨害電波を受けやずいので、お避けください。 
♦アンテナ線に巧して、電源コードや他の接続コード類をでさる限り離し 
て < ださい。 
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メモ ^ 

フェライトコア（付属品）について 
付属の RF ケーブルには、フェライトコ 
アを巻を付けて接続してください （ 屋司 
をご覧ください）。フェライトコアを巻 
を付けることにより、弱電界時での巧害 
電波を抑制でをます。 

V - 











































































































































F お接を（市販品）の接続 



コネクター巧端部を外被導体内側に差@ペンすなどを使い、 


し込み、強く押し込む 


強く押し込むコネクター 


こライトコアの使いかた 


コアを開いた状態でアンテナ線を1回巻をつけ、コアを閉じます。 

RF ケーブル 




完成図 


コネクター 


列被導体を列側にずる 


リングを コネクター 
の根元で固定ずる 

U ング 


はみ出た 
が被導体/ 
を切る 



きれいな映像を楽しむために 


きれいな映像をお楽しみいただくには、アンテナ線や各種ケーブル類の接続状態が非常に大切です。 


>アンテナ線は同軸ケーブルに F 形接をを接 
続して使用することをおずずめしまず。 

同卽ケーブル（巿販品） 


BS / UV 分波器-分配器はシールドタイ 
プの使用をおずずめしまず。 



F お接を（巿販品） 



〇 


プラスチックタイプ 金属シールドタイプ 
(巿販品） （巿販品） 


CATV ケーブルと接続ずるときの地上デジタル放送受信について 


CATV には、 L ソ下のよラな地上デジタル放送の伝送方式びありまず。詳しくは、 CATV 会社にお問い合わせください。 


伝送方式 

本機の対応 

トフンスモジ ユレーシヨ ン方式 

UHF 帯の地上デジタル放送をケーブルテレビ局の電波に変換して伝送します。本機のア 
ンテナ端子に接続してち地上デジタル放送を受信でをません。 CATV のホームター=ナ 
ルと接続してください。 （1^ をご覧ください） 

同一周波数ゾくススルー方式 

UHF 帯の地上デジタル放送を変換しないでそのまま伝送します。本機の UHF/VHF アン 
テナ端テに接続して i 也上デジタル放送を受信することびでをます。 

周波数変換パススルー方式 

UHF 帯の地上デジタル放送を CATV で伝送可能な別の周波数に変換して伝送します。本 
機の UHF/VHF アンテナ端テに接続して地上デジタル放送を受信することびでをます。 


テレビや周辺機器を設置ずる 
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しアンテナ線と接続する 


BS / CS アンテナ線の接続 


接続ずるときにはま全のため、必ず本機の電源プラグをコンセントか5巧いてください。下記メッセージび表示され 
る場合は、テレビの電源を切ってか5110度 CS 対応 BS デジタルアンテナを確認し、もう一度電源を入れてくだ 
さい。現象びなお5ない場合は、コンパーター電源を「切」に設定盾司して、お買い上げの販売店にごホ目談くださし、。 


メッセージを 



BS / CS アンテナ線の同軸 
ケーブルを F 形接栓(市販品) 
に接続ずる [12 

UhF, VhF, BS びミ居合されていると 
きには、 BS/UV 分波器 （ 巿販品）び 
必要です。 


^ F 形接检を BS / CS - IF 入力 
と」端子に接続する 

BS/CS-IF 入力端子は、 BS コンバー 
ターからの信号を受けるための端子 
です。また、この端子から BS コンバー 
夕一に DC +1已Vを供給します。 
BS アンテナ線を接続するとをには必 
ずテレビの電源を切つてください。 



♦共聴受信等で視聴される（電源巧給を必要としない）場合には、「受信設定旧 S . CS )」 國をご覧になって、コ 
ンノ（ーター電源の設定を必ず「切」にしてご使用ください。 

♦アンテナを接続ずるとさは、安全のため、必ず本機の電源プラグをコンセントから抜いてください。 

♦ BS / CS - IF 入力端テに F 形接をを接続ずるときは、手で緩まない程度に締めつけてください。締めつけずざると 
本機内部び破損ずる場合びありまず。 

アンテナ線の接続についてのごま意 

衛星放送を分配して他の機器で（衛星放送を）視聴する場合、分配器は必ず多端モタイプの電流通過形をご使用 < ださい。 
多端モタイプ電流通過形でない場合は、アンテナに供給している機器の電源を切ると、他の機器で衛星放送び受信 
でさな < なりまず。 


•アナ□グ CS 用アンテナや従来のスカイバーフエク TV !用アンテナ （JCSAT-3、JCSAT-4 受信用）はご使用になれなせん。 
110度 CS デジタル放送を受信する場合は、110度 CS 対応 BS デジタルアンテナをご使用ください。 

•ブースターや分配器をご使用になる場合は、110度 CS 対応（周波数2,1已 OMHz 対応 li (上）であることをご確認の上、ご使用 
ください。従来の BS 用で周波数帯域び],33已 MHz のものや、 CS 対応でも対応周波数び],8日己 MHz などの2,1已 OMHz 未満 
のちのをご使用になった場合、 ] 10度 CS デジタル放送の一部ちしくはすべてのチヤンネルび受信でをない場合びあ0ます。 

•マンシヨンなどの共同受信システムの場合で、110度 CS デジタル放送に対応していない場合は、110度 CS デジタル放送 
を受信でをません。 

• BS アンテナを使用する場合は、 BS デジタル放送のみの受信び可能です。この場合、従来の BS アンテナのほとんどは使用 
でをますび、一部の BS アンテナでは性能の劣化や BS デジタル放送受信にお要な性能び確保されず、 BS デジタル放送を受 
信したとを、ま定した受信びでさないことびあります。このよラなとさは、 BS アンテナ製造元のお客様窓□や、 BS アンテ 
ナを購入した販売店などにお問い合わせください。 


f メモ0 

BS / CS アンテナ線の接続についてのお願い 

• F お接を（市販品）をご使用ください。 

•アンテナのち向調整、設置についてはアンテナの取扱説明書をご覧いただ<か、お買い上げの販売店にご相談<ださい。 

映りびよくないとさには 

衛星放送の電波は微弱なため、受信するにはアンテナ方向の正確な調整び必要です。ちし、時々映像や音声び出な<なったりす 
るとをは販売店にご相談ください。また、雷雨や豪雨のよラな強い雨び降ったり、雪びアンテナに付着すると電波び弱くなり、 
一時的に画面や音声び止まったり、ひどい場合にはまったく受信でをないことびあります。これは、気象条件によるちので、ア 
ンテナやチューナーの故障ではありません。受信レベルについては医！]をご覧ください。 
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i B - CAS カードを挿入する （ 重要） 

本機に付属の已 - CAS 力ードは、本機の電源プラグを電源コンセントに接続しない状態で、下記 
の手順に従って挿入してください。 


B - CAS 力ードを挿入ずる 

にチップび見える面を手前にして、 B - CAS 力ード表面のち 
印の向をを挿入□へ合わせ、挿入び止まるまでゆっくりと押 
し込む。 

•カチッといラ感触びあるまで確実に挿入してください。 



2 


B - CAS 力ードカバーを取付ける 

① B - CAS 力ードカバーのツメを本体の巧に巧入する。 
③ツメの反対側をカチッと音びするまで押す。 




B-CAS カー ドの端面び カバー 
の線と合っていることを確認く 
ださし、。 


B - CAS 力ードカバーの取がし方 


ツメを押し、□ックをはずす。 



メモ 


B - CAS 力ードま号（力ード ID ) は、 
カードを挿入したままでち本機で確 
認することびでをます。操作方法は、 
r インフオメーシヨンの確認」（③操 
作編旧!）をご覧ください。 


B - CAS カードについて 


本機に付属の B - CAS 力ードには1枚ごとに違う番号 （ B - CAS 力ードま号）び付与さ 
れています。 B - CAS カードま号はお客様の有料放送契約内容などを管理するために使 
ねれている大切な番号です。「(株）ビーエス•コンデイシヨナルアクセスシステムカス 
タマーセンター」への問い合わせの際にち必要となります。 

本機に付属の B - CAS 力ードの台紙の一部びユーヴー登録用はびきになっています。台 
紙に記載の文面をよ<お読みのラえ、ユーヴー登録はびをに必要事項をご記入-押印し 
てポストに巧かんし、 B - CAS 力ードを必ず登録してください。（登録料は無料です。） 



B - CAS 力ード番号 


にチップ(集積回樹 


B - CAS カード取り扱い上の留意点 

• B - CAS カードを折り曲げたり、変形させないでください。 

• B - CAS カードの上に重いちのを置いたり踏みつけたりしないでください。 

• B - CAS カードに水をかけたり、めれた手でさわ5ないでください。 

• B - CAS カードのに（集積回路）部には手をふれないでください。 

• B - CAS カードの分解加工は行わないでください。 

• B - CAS カードは上記手順をご覧のうえ、本機の B - CAS 力ード挿入□に、奥まで正しく挿入してください。 
B - CAS カードを正しく挿入しないと、有料放送や一部のデータ放送を視聴ずることびでさません。 

♦ご使用中に B - CAS カードの抜き差しはしないでください。デジタル放送び視聴でさなくなる場合びあります。 

B - CAS 力ードを巧くとき 

万一、抜く必要びあるときは、本機の電源プラグを電源コンセントから抜いたあと、ゆっくり B - CAS カードを 
抜いてください。 B - CAS 力ードにはに（集積回路）び組み込まれているため、画面に B - CAS 力ードに関ずるメッ 
セージび表示されたとさじ(外は、抜さ差しをしないでください。 


•本機専用の B - CAS カードし:!がのものを挿入しないでください。故障や破損の原因となります。 

•裏向きや逆方向から挿入しないでください。挿入ち向を間違うと B - CAS カードは機能しません。 

参 WOWOW . スターチャンネルなどの有料サービスを受けるには、 B - CAS 力ードの登録のほかに個別の受信契約び必要になり 
ます。詳しくはそれぞれの有料放送を行5放送局のカスタマーセンターにお問い合わせください。 


テレビや周、辺機器を設置ずる 
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し電話回線と接続する 


本機は、モジュラージャック式のジャックから電話回線に直接接続できるようになってしなす。 

ご使用の電話回線コンセントびモジュラージャック式でない場合は、変換アダプターまたは工事び必要です C 


重要 


ホームテレホンやビジネスホンをご使用の場合は、販売店か NTT 営業所、または支店に 
ご相談ください。 


電話回線コンセントの種類をご確認ください 


電話回線 



電源ノイズに巧して通信の安定性向上させるなどのため、市販のアース線を使って、本機のアース端テと接地端子を 
接続ずることをおずずめしまず。（本アース端子は、電話通信端末機器の技術基準にをとづくをのでず。） 


アース接続についてのごを意 

本機をアース接続する場合は、確実に行なってください。アース線は、ガス管、水道管、避雷針、電話のアース線 
に接続しないでください。アースび不完全な場合は、感電の原因になることびありまず。 


• ISDN 回線でご使巧になる場合は、ター5ナルアダプターの取扱説明書をよくご覧になってください。ター5ナルアダプター 
の種類によっては、ラまく通信でをないことびあります。詳しくは、ター5ナルアダプターの製造元にお問い合わせください。 
ADSL でご使用になる場合も、5まく通信でをないことびあります。 

參 ADSL 回線で本機を利用する場合、本機はスプ U ッターの後段の電話回線側に接続してください。正しく接続しないと、正甫に通信びでさません。 

• ADSL 回線のスプ U ッターをかして電話回線を分配する場合は、本機付属部分のモジュラー分配器び使用でをない場合びあ0 
ます。その場合は巿版のモジュラー分配器を使用してください。 

•ケーブル電話などでは、ラまく通信でをないことびあ D ます。詳しくは、ケーブル電話会社にお問い合わせください。 

♦日局4おタイプの電話機の中で、 NTT 仕様に準拠していない機器は、ご使用になれません。 

•コードをはずすとさは、プラグを持ち、ツメを押しなびら抜いてください。また、プラグを差し込むとさは、「カチッ」と音 
びするまで押し込んでください。 

•公衆電話、共同電話、地域集団電話、自動車電話、携帯電話、 PHS、 船舶電話には接続でをません。 

•本機の「回線使用中」ランプび点なしている場合は、電話機をご使用にならないでください。本機からの通信び正しくできな 
いことびあ0ます。 

•キャッチホン契約されている場合は、本機び通信していても、キャッチホンび優先されます。 

•ファクシ5 U び接続されている場合は、ファクシミリの送受信中に本機び通信を行ラと、ファクシミリのデータび正しく送受 
信でをない場合びあ D ます。 

•付属のモジュラー分配器を使用して、電話機などを接続している場合、本機び通信するとき電話機から呼出音びなる場合びあ 
ります。このよラな場合には、巿版の自動転換器をご使用になることをおすすめします。 
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[ LAN インターフェースと接続する 

本機では、デジタル放送の新しい双方向データサービスに対応するため、インターネット網に常 
時接続環境で接続する LAN インターフェースを装備しています。なお、一般のインターネット 
の Web サイトを見ることはできません。 

ご使用の環境に応じて、下記のように接続してください。 


ADSL の場合 （1) : ADSL モデム（ルーター非内蔵タイプ）との接続 




テレビや周、辺機器を設置ずる 


31 















































































































































































































































































































[ LAN インターフエースと接続する 

CATV の場合 （1) :ケーブルモデム（ルーター非内蔵タイプ）との接続 


ケーブルモデム 



ケーブルモデム 
(ルーター内蔵タイプ) 



ケーブルモデム 
(ルーター内蔵タイプ) 
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♦電話用のモジュラーケーブルは、 LAN 端テの接続には使用でさません。無理に挿入ずると故障の原因となりまず。 

• ADSL モデムやケーブルモデムとブロー ドバンドルーターや八ブの接続については、それぞれの機器の取扱説明書をご覧く 
ださい。 

•双ち向データサービスをご利用になるとをは、電話回線の接続屋固ち行なってください。 

地上•日 S デジタル放送では、インターネット網への接続により、さらにを様な双ち向データサービスを利用ずることびできまず。 
•本機はプロク シサ ー J '(一の設定には対応していません。 

•本機は DNS サーバーには対応していません。 

•本機でインターネット網に接続するには、回線業者やインターネットサービスプロバイダーとの契約び必要です。未契約の場 
合は、回線業者やプ□バイダーと契約して<ださい。 

•回線業者やインターネットサービスプロバイダーとの契約によっては、本機やパソコンなどの端モを複数台接続でをない場合 
や、追加料金び必要な場合びあります。 

•本機は、アナ□グモデムおよび侶 DN によるダイヤルアップ接続には対応しておりません。 

•本機は、1 OBASE-T/ 1 OOBASE-TX 規格に準拠した LAN インターフエースを装備しておりますので、この規格に準拠した 
LAN ケーブルを使巧してください。 

• ADSL モデムやスプ U ッター、ケーブルモデム、ブロードバンドルーター、八ブ、ケーブルなどは、回線業者やインターネッ 
トサービスプ□バイダーとの契約をご確認の上、指定された製品を使って、接続や設定を行って<ださい。 

• ADSL モデムやケーブルモデムについてご不明な点は、ご利用の ADSL 回線業者や CATV 事業者またはインターネットサー 
ビスプ□バイダーにお問い合わせください。 

•ブロードバンドルーターに固定 IP で接続されている場合は JSP 設定について圆で rip アドレス取得」を「手動」に選択し、 
必要な項目を設定して < ださい。 

•ブロー ドバンドルーターによっては、パソコンによる設定び必要な場合びあります。このようなルーターを使用する場合は、 
パソコンを接続して設定を行ってください。 

•本機では、アナログモデムによるインターネット接続を前提とするデータ放送サービスはご利用でをません。 

•本機では、一般のインターネットの Web サイトを見ることびでをません。 


0 メモつ 

ADSL (Asymmetric Digital Subscriber Line ) について 

従来の電話用メタ u ックケーブル上で実現される高速デジタル伝送ち式の一っです。すでに一般家庭に広<普及している電話線 
を使って、インターネットへの高速でま価な常時接続環境を提供する技術であり、現在、インターネット常時接続の主流となり 
っっ友 D ます。 

FTTH (Fiber To The Home ) について 

光ファイバーを家庭まで直接引を込み、超高速•広帯域の通信環境を提供するサービスのことです。2001年から NTT ま日本- 
西日本び光ファイバーによる常時接続サービスの B フレッツを開始しています。 CATV や ADSL を超える高速通信び可能です。 

0 NU(Optical Network Unit ) と メディアコンパー ターにっいて 

光ファイバー加入者通信網における、バソコンなどの端末機器をネットワークに接続ずるための装置で、加入者宅に設置されまず。 


テレビや周迅機器を設置ずる 
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しお手持ちの機器と接続する 



接続時のごを意 

♦他の機器と組み合わせてご使用になるとさにはそれぞれの取扱説明書をよくお読みください。 

参接続の際は各機器の電源を切ってから行ってください。電源を入れた状態で接続ずると、大さな音び出たり故障 
の原因となることびありまず。 

♦他の機器との接続時、入出力端テをまちびえて接続ずると、故障の原因になりまずのでごを意<ださい。 

♦接続ずる他の機器、接続コードおよびアンテナ線び、テレビの画面または画面の後面に配置されまずと、映像び 
ゆれたり妨害を受ける恐れびありまず。接続機器、接続コードおよびアンテナ線は上記の配置を避けてください。 
特にアンテナ線は、付属の RF ケーブル、フェライトコアをご使用いたださ他の接続ケーブルからをはなずよラ 
に配置してください。 



デジタル機器 [ P 1 


DVD プレーヤー巧己] 


0 メモつ 

ご使用になる外部機器や接続方法に合わせて設定することびでをます。外部機器と接続したいとをの設定匹!]をご覧ください。 


システムアップに必要な接続コード 


これらと同等のコードび相手側の機器に付属している場合 
には、新しく購入される必要はありません。 


♦映像.音声信号入出力接続コード VS -1 20 G ( コード長 2 m ) 



主に Hi - Fi ビデオの映像-音声入出力端子との接続に使用します。 

•映像-音声信号入出力接続コード VS -315 G ( コード長1 .5 m ) 



主にモノラルビデオの映像-音声入出力端子との接続に使用します。 

•映像信号入出力接続コード VS -220 G (コード長 2 m ) 

をにビデオの映儘入出力端子との接続に使巧します。 

参 HDMI ケーブル （ 一般市販品） 

C3 - 〇 


参音声信号入出力接続コード AR -1 1已 G (コード長1 .5 m ) 



主に Hi - Fi ビデオの音声入出力端テとの接続、ステレオ装置との接続に使用します。 

参 D 端モピンケーブル TP - CDP 01( コード長1 .5 m ) 



DVD プレーヤーのコンポーネントビデオ出力との接続に使用します。 

参 D 端モケーブル TP - 巳〇〇〇吕くコード長1 .5 m ) 



□端モ巧応機器や将来実用化予定のデジタル機器との接続に使用します。 
詳しくは、接続機器の取扱説0月書をご覧ください。 


参 DVI - HDMI 変換ケーブル （ 一般巿版品） 


¢3 
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s 映像コード 


I ビデオ/ DVD レコーダー/^ 


S 映像出力端子付 
ビデオの場合 


U / V アンテナ出力 
(テレビへ） 





U/V 了ンテナ人力 
(アンテナか 6) 


HUD 


□ 


S 映像端子付の録画機器をご使用のとをは、 S 映像コードで接続されることをおすすめします。 
より良い画質でお楽しみいただけまず。 

また、入力自動録画機能（⑨操作編田目）や旧コント□-ラー機能匹!]により録画予約が簡単 
に行えます。 


U / V アンテナ 


UHF / VHF 用分配器 
(巿販品） 



録画された番 
組び ri 回だけ録画可 
能」①番組の場合、ア 
ナ□グ接続によるデジ 
タル機器へのダビング 
は出来ません。 


•接続時は必ず各機器の電源を切って<ださ 
し、。（市販の接続コードをご使用ください。） 
•アンテナ線は本機と録画機器両方に接続し 
ます。受信ち式などの違いによって、接続 
のしかたび異なりますので、詳しくは録画 
機器の取扱説明書をご覧< ださい。 

•録画機器の U/V アンテナ出力端子から本 
機の U/V アンテナ入力端テに接続すると、 
地上デジタル放送び正し<受信でをない場 
合びありますので、この接続ち法はおすす 
めでをません。 

•録画予約をするときは、（②操作編巨固）を 
ご覧ください。 

• 「旧コント□-ラーと接続する」闡と、「旧 
コント□—ラーを設定する」[I国を行って 
<ださい。 

《 D 端子ピンケーブルは別売品 
(TP-CDP01[1 .已 m]) をおホめください。 

マク□ヴィジョンについて 

デジタルチューナーなどの映像をビデオ、 
DVD レコーダーなどの録画機器を通して入力 
すると、著作権な護技術によって、映像び正 
しく表示されない場合びあります。このよラ 
な場合は、録画機器を通さずに、本機のビデ 
才入力端テに直接接続してください。 


( T メモ J 

モニター出力端子について 

•放送のみ視聴時は、画面に映っている映像•音声を出力しまずび、録画また 
は予約録画時は、録画しているま組の映像-音声び出力されまず。 

•番組表、データ放送画面は出力されません。 

♦メニューの「初期」「が部機器接続設定」の「モニター出力（ビデオ)」を「し 
ない」に設定している [IS ビデオ入力の映像と音声は出力されません。ビデ 
才の外部入力を使用して録画する場合は、「しない」に設定してください。 

参コンポーネント入力は、モニター出力端子からは出力されません。 

• HDMI 入力端子、 i.UNK(DV 入力）端子の映像-音声は、 モニター 出力端 
テからは出力されません。 

•3’ ースト低減された映像は、モニター出力端テからは出力されません。 

•メニ ューの「その他」「入力自動録画」を「する」に設定している（③操作 
編11白）とさは、予約録画び開始されるまで、映像と音声は出力されません。 

S 2 映像端テについて 

明るさの信号と色の信号を分けて送る信号用の端子です。 S2 映像入力端子と 
映像入力端子び両方接続されている場合は、 S2 映像び優先されます。本機は 
フルモード制御信号の入った映像び、ビデオ1,2,已の S2 映像入力端子より 
入力されるとワイドモードは自動的にワイド画面一杯に表示されます。 

モニター出力の 「 S 2 映像」端子について 

ビデオ1,2, 5の 「 S2 映像入力」と、デジタル放送の信号1ソかは出力されません。 

^ 


重要 


—ターなどの録画機器と接続ずる 


ビデオ、 



映像•音声入力へ 


映像•音声出力へ 


S 吕映像映像出力へ 

出タ ス畔巧 


音声出力へ映像•音声出力へ 


が部入力へ 





S 2 映像出力へ 



テレビや周、辺機器を設置ずる 
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しお手持ちの機器と接続する 


し LINK 対応の D - VHS ビデオデッキなどと接続する 


本機のし LINK 端子には、し LINK 巧応の D - VHS デジタル八イビジョンビデオデッキや DV 方式 
デジタルビデオカメラなどび接続できます。し LINK 接続すると D - VHS ビデオデッキなどへ簡単 
に録画予約の設定が行え、また本機のリモコンで基本的な操作が行えます。 DV 方式デジタルビ 
デオカメラとの接続時は入力専用となるため、録画ずることはできません。 

し LINK につい口ま、（⑨操作編团）をご覧ください。 



• i . LINK 対応機器の接続は i . LINK コードで接続しまず。最大17台まで接続ずることびでさまず。 



データは接続したすべての i . LINK 対応機器に流れます。 
操作したい i 丄 INK 対応機器の間に別の i 丄 INK 対応機器 
び接続されていてち、機器とデータのやりとりや操作び 
でをます。 


♦ i . LINK 端テび3端テじ(上ある機器の場合、途中から分岐してツ U —型に接続ずることちできまず。ツ U —型で接 
続の場合は、最大日3台まで接続ずることびでさまず。 



•本機は最大転送速度び 400 Mbps のため、 S 400 対応し:!上の4ピン i . LINK コード（巿販品）をご使用ください。 

• i . LINK コードはプラグ部を持って、端子にまっすぐに差し込んでください。斜めからは入りません。 

•接続する機器の取扱説明書ち参照< ださい。 

•本機と D - VHS ビデオデッキなどのアナログ接続を行ラ場合は、屋国を参考に接続してください。 

• i . LINK 対応機器は、2つある i . LINK 端テのどちらに接続しても使用できます。 

• D - VHS ビデオデッキなどや i . LINK コードをテレビ画面に近付けると、映像'音声び乱れたり、誤動作を起こす場合びあります。 
D - VHS ビデオデッキなどや i . LINK コードは、テレビ画面からできるだけ離して配線してください。 

• i . LINK 対応機器と接続してご使用中のときは、使用していない機器の i . LINK コードをがしたり、接続したり、電源のオン/ 
オフは行わないでください。映像' 音声び乱れる場合びあります。 

•接続び輪（ループ接続）にならないようにしてください。データを送信した i . LINK 対応機器に同じデータび戻り、誤作動を起こしまず。 

• i . LINK 対応機器の中には、電源び切られているとデータを中継できない機器びあります。接続する i . LINK 対応機器の取扱説 
明書ちお読みください。また、本機では n . LINK 待機」の設定で電源オフ時の i . LINK 制御の設定を切換えでをます。に囚 

•ノ f ソコンやノてソコン周辺機器を接続していると誤作動を起こす場合びあります。 

• DV ち式デジタルビデオカメラの機種によっては i . LINK 接続でをません。その場合は映像'音声ケーブルで接続して<ださい。 
• DV ち式デジタルビデオカメラを可変速再生中または可変速再生から再生に戻したとをなどに音声にノイズび出る場合びあり 

ますび、故障ではあ0ません。 
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HDMI 出力が応の D - VHS ビデオデッキなどと接続ずる 


本機は、 HDMI または DVI 出力が応機器との接続ができまず C 




• HDM ン DVI 1または2入力は、ビデオ1または2入力で選 
択することびでをます。 

• HDMI 信号を入力すると 「 HDMI 1」 または 「 HDM に」の表 
示びでをます。 

• DVI 信号を入力すると 「 DVIl 」 または 「 DV に」の表示びで 
をます。 

•巧庇する信号について 

0央像1言号：已2已 i (480 i ), 已2已 p (480 p ), 112已 i ( l 0801), 
7已 0 p (720 p ) 

音声信号： U ニア PCM 

サンプリング周波数 32 kHz /44. 1 kHz /48 kHz 


入力切換ボタンで r ビデオ1」選択ずる 

ビデオ2入力に接続したとさは「ビデオ2」にし 
ます。 


入力切換 


% 



2 


D - VHS ビデオデッキを操作する 


テレビや周迅機器を設置ずる 
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入力切換ボタンで「ビデオ已」を選択 
ずる 

画面に「ビデオ已」の表示び出ます。 

入力切換 


% 


2 


ビデオカメラを操作ずる 


ビデオ已 


广メモ J 

S 吕映像端子について 

明るさの信号と色の信号を分けて送る信号用の端テです。 
S 2 映像入力端子と映像入力端テび両方に接続されている 
場合は、 S 2 映像び優先されます。 

本機は、フルモード制御信号の入った映像びビデオ1,2, 
3の S 2 映像入力端テより入力されると、ワイドモード 
は自動的にワイド画面一杯に表示されます。 

(③操作編曲!） 


しが手持ちの機器と接続する 


ビデオカメラと接続ずる 
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ビデ 33/ 

コンポーネント1 


ビデオ4/ 
コンポータント2 



入力切換ボタンで r ビデオ己」を選択 
ずる 

ビデオ1、ビデオ2入力に接続された機器を編集 
するとをは，「ビデオ1」「ビデオ2」を選択する。 


入力切換 


お 



2 


ビデオを外部入力に合わせる 

詳し < はビデオの取扱説明書をご覧< ださい。 


3 


ビデオを録画が態にする 


•泌时 a 

•メニユーの「; 
出力（ビデオ) 


「初期」「外部機器接続設定」の「モニター 
ビデオ)」を「しない」に設定している [1 因ビデ 
才入力の映像と音声は出力されません。 

•メニューの「その他」「入力自動録画」を「する」に設 
定している（③操作編田白）ときは、予約録画び開始 
されるまで映像と音声は出力されません。 




画面を見なが5テープ編集したいとき 


0 メモ J 

•ビデオの録画状態の設定については、お手持ちのビデオの取 
扱説明書をご覧ください。 

•モニター出力を使用して録画する場合は、録画中に入力切換、 
チャンネル切換をしないでください。また、2画面の操作ち 
しないで < ださい。 

モニター 出力端子について 

•コンポーネント乂力時の映像と音声は、モニター出力端子か 
らは出力されません。 

•モニター出力は画面に映っている映像-音声を出力しますび、 
ワイド処理された信号は出力されません。 

参予約録画時は、録画しているま組の映像•音声び出力されます。 

♦ゴースト化減された映像は、モニター出力端子からは出力さ 
れません。 

•モニター出力の S2 映像出力は、デジタル放送やビデオ1, 2, 
己端子に入力した S2 映像をご覧になっているとさに出力され 
ます。 

•ビデオ 1. 2, 4,已入力については、ビデオ入力端テごとにモ 
二夕一出力を「する」「しない」の設定びでをます。[I因をご 
覧ください。 

• 2画面のとをの モニター 出力は、選んでいる画面の映像と音 
声び出力されます。 


〇 









テレビや周、辺機器を設置ずる 
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コンポーネント 
ビデオ出力端子 
のある場合 


L2i_JLJ 

S 吕映像端子について 

明るさの信号と色の信号を分けて送る信号用の端子です。 

S2 映像入力端子と映像入力端子び両方に接続されている 

場合は、 S2 映像び優先されます。 

本機は、フルモード制御信号の入った映像びビデオ1,2,已 

の S2 映像入力端子より入力されると、ワイドモードは自 

動的にワイド画面一杯に表示されます。（③操作編巧日） 

コンポーネント入力端子について 

参コンポーネント入力端モ （D4 映像）は DVD プレーヤー 
および将来実用化予定のデジタル機器のコンポーネント 
日央像1言号（已2已 i (4801)、已2已 P (480p )、 11251 
(10801)、7已 OP (720P ) 信号）を接続でをます。 
112已 i (10801)、7已 OP (720P) 1言号を人力日寺は、 
映像を適切な画面サイズに自動的に切り換えます。 

参コンポーネント入力の映像と音声はモニター出力端子に 
出力されません。 

《 D 端子ピンケーブルは別売品 （TP-CDP01 [1.5 m ]) 
をおホめください。 

参ビデオ4/コンポーネント2入力端子は、 D 端子ケーブ 
ル接続時にはコンポーネント入力 （04 映像入力）び優先 
されます。 


入力切換ボタンで r ビデオ4」選択ずる 

ビデオ2入力に接続したとさは「ビデオ2」にし 
ます。 


入力切換 

% 


〇 I DVD プレーヤーを操作ずる 


ビデオ4 

二!ンポースント2 


D 端子ピンケースレ 




]0 /〇 〇 〇 〇 0 


亡] 


〇〇〇 

ごご〇 〇 


D loio 


DVD プレーヤー 



コンポーネント 
ビデオ出力端子 
びない場合 


しを手持ちの機器と接続する 


DVD プレーヤーと接続する 


1「コンポーネント2設定」を「才ート」に設定ずる。颐 
1お買い上げ時は「才ート」に設定されていまず。 

I_ 



コンポーネント 
ビデオ出力端子 
びない場合 


S 映像 映像出力へ 
出力へ ( Y 、 畔扭 


音声出力へ映像•音声出力へ 





40 
























































































































ゲーム機と接続する 


プラズマテレビの焼き付をについて 

♦ゲーム機などで固定映像を長時間または繰り返し表おさ 
せないでください。プラズマ y (ネルび焼さ付く場合びあ 
りまず。 

焼さ付さび軽度の場合は白パターンを表示ずる（⑨操作 
編 B 回） または動画を映ずことにより目立たな<なるこ 
とびありますび、一度起こった焼さ付さは完全には消え 
ません。 




•ゲームの種類•内容によっては、画面び欠ける場合びあります。 
•ライフルタイプやガン（銃）タイプのコントローラを使用す 
るシューティングゲームなどは、本機では使用でをないこと 
びあります。詳しくは、ゲームソフトおよびコントローラの 
取扱説明書をご覧<ださい。 


テレビゲーム本体とビデオ已入力端子 
を接続する 


2 


入力切換ボタンで「ビデオ已」を選ぶ 


入力切換 


% 



テレビまたはデジタルチヤンネルに戻すとさは、 
チヤンネルボタンを押します。 


3 


ゲーム機を操作する 


ゲームモードについて 


ゲームモードの設定陋 1] を「入」に設定ずると、ビデオ已映像画面を選んだとき、自動的に巧の 
よラな設定び行われまず。 

♦映像モードはナチュラルに切り換わりまず。 

ゲーム画面でを映像モードは切り換えることびでをまず。 

参ビデオ已を還ぶと、時間び経過 （1 時間、]時間30分、'''最大4時間）ずるごと 
に、時間を表おしまず（約已秒間）。表お時間を目安に適度なイ木憩をとり、お楽し 
み<ださい。一度電源を「切」にずると、経過時間び0に初期化されまず。 


!時間たちましな 



S 映像 
出力端子付 
ゲーム 機 
の場ち 



映像. 

音声入力へ 



テレビや周、辺機器を設置ずる 
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しお手持ちの機器と接続する 


デジタル音芦入力端子付きオーディオ機器と接続ずる 


本機の光デジタル音芦出力端子に、デジタル音芦入力端子付をのオーディオ機器を接続ずること 
びでをます。 

デジタル放送受信時には、 MPEG -2 AAC 方式で出力することもできるので、 AAC 方式巧応の 
才ーディオ機器と接続することで已 . 1チヤンネルサラウンド音声の番組を臨場感あふれる音芦で 
お楽しみいただけまず。 AAC 方式の出力をご利用になるには、「デジタル音芦出力」の設定変更 
び必要です。（⑨操作編应 I ) 



•姐时 a 

♦本機の光デジタル音声出力端子はフタでふさびっていまずび、ドアのよ5になっています。光デジ 
タルケーブルのプラグ部を持って、そのままゆっくりと端子にまっすぐに差し込んでください。 

•本機は、放送局側の音声ヴンプ U ング周波数に対応した光デジタル音声信号を出力しま 
す。このため、 AAC ち式対応のオーディオ機器！;(がでは、ヴンプ U ングレートコンバー 
ターを内蔵したアンプや MD レコーダーなどに接続してください。 

•デジタル番組 （AAC) は音声切換ボタンを押してち、光デジタル音声出力の音声はをね 
りません。 

参 AAC ち式の出力をご利用になるには、「メニュー」の「各種設定」信声」の「デジタル 
音声出力」を 「AAC」 に設定する必要びあります。（③操作編巨江）（お買い上げ時は、 
「PCM」 に設定されています。） 

参地上アナ□グ放送やビデオ入力をご覧になっているとをの光デジタル音声は、「メニュー」 
の「デジタル音声出力」の設定にかかわらず 「PCM」 ち式で出力します。 


0 メモ0 

AAC (Advanced Audio 
Coding ) について 

AAC とは、音声符号化の規格の 
—つです。 AAC は、 CD (コン 
パクトディスク）並の音質デー 
夕を約1/12にまで圧縮でさま 
す。また、已 .1 チャンネルのヴ 
ラウンド音声やを言語放送を行 
ラことちでをます。 
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施 


ゥ -l\- 



ヴブウ ー A - 入力へ 


本機で音量を調節ずる 

接続したヴブウー八一の音量は、本体のスピーカー 
音量に合せてあらかじめ固定してください。その後 
の音量調整は本機で行って < ださい。 


ビデオ2 
入力 



オーディオ機器と接続ずる 


ステレオ装置などを接続ずることにより、迫力ある音芦を楽しむことびできまず。 


モニター①ヴブウー八一出力端子へ接続ずる場合 


サブウー八一出力は本機により音量、音質など調節されたな音を出力しまず。 
アンプ内蔵のサブウー八一を接続してください。 




•泌时 a 

サブウー J V —などの接続ち法は、その機器の取扱説明書 
をご覧ください。_ 


ヴブゥ|八|出力へ 


テレビや周、辺機器を設置ずる 
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入力切換ボタンで r ビデオ4」にする 

画面に「ビデオ4」の表示び出ます。 


入力切巧 


% 


ビデオ4 

二!ンポーネント吕 




将来実用化予定のデジタル機器との接続 


将来実用化予定のデジタル放送環境に巧応したデジタル機器に接続することびできます。 
(図の同じ記号のところに接続してください） 


CATV ホームター5ナル 


詳しくは CATV ホー 
ムター5ナルの取扱説 
巧書をご覽ください。 




CATV の受信は、ヴービスが行われている地域のみ可能で、使用する機器ごとに CATV 会社と 
の受信契約び必要でず。また、トランスモジユレーシヨン方式の地上デジタル放送やスクランプ 
ル放送（有料）はアダプター（ホームターミナル）び必要でず。詳しくは、 CATV 会社にご相 
談ください。 


CATV ケーブル 


J 



〇 



P デジタル機器を操作する 

^ I 詳しくは接続機器の取扱説明書をご覧ください。 


0 メモ J 

コンポーネント入力端子について 

参コンポーネント入力端子 （04 映像）は、将来実用化予定の 
デジタル機器の D 映像信号を接続でをます。本機は D 映像信 
号® 已2已 i (4801)、已2已 P (480 p )、 112已 i (10800、 
7已 OP (720 P ) にタオ応してし）ます。112已 i (10800、 
750 P (720 P ) 信号を入力時は、映像を適切な画面サイズ 
に自動的に切り換えます。 

•コンポーネント入力の映像と音声はモニター出力端子に出力さ 
れません。 

•詳し < は接続機器の取扱説明書をご覧 < ださい。 


•組 Ka 

将来発売予定の機器との接続について 

テレビ関連機器の中には現在開発中で数年後に実用化されると思われる機器びいくつかあり、システムアップび可能となります。 
使いかたなど、詳しくは各接続機器の取扱説明書をご覧ください。_ 


しが手持ちの機器と接続する 


CATV ホームターミナルと接続する 



音青入力へ 



D 4映像入力へ 


映像出力へ音青出力へ 



映像音青入力へ 



映像•音青出力へ 
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ント□ーラーを接続する 


旧コント□-ラーの 接続 



旧コント□-ラーの 取り付け 


本機の旧コントローラー端子に付属の旧コントローラーを接続し、1」モコン発光部をが部機器（ビデオや DVD プレーヤーなど） 
の U モコン受信窓に向けて設置すると、外部機器の U モコン操作を本機に向かって行ラことびでをます。また、本機と録画機器 
を接続して、デジタル放送の予約録画を行ラことちでをます。 

①かんたん操作機能を使用して外部機器を操作するとをは、メニューの「その他」の「かんたん操作」の設定を「1」または「2」 
にします。（③操作編巧日） 

③かんたん操作の設定状態により、 

■かんたん操作機能をご使用のとを（かんたん操作「1」または「2」） 

旧コント□ール設定画面匹！]にしたびって外部機器とメーカーを設定してテスト送信を行い、外部機器び確実に動作する 
位置を確認して旧コント□ーラーを取り付けます。 

- U モコンスルー機能をご使巧のとを（かんたん操作「2」） 

本機の U モコン受信窓に向かって、ご使用の外部機器の U モコン操作をしたとを、外部機器び確実に動作する位置を確認し 
て旧コントローラーを取り付けます。 

通常、旧コント□ーラーの発光部び、が部機器の U モコン受信窓のでをるだけ正面になるよラに取り付けます。外部機器の U 
モコン受信窓の位置は、外部機器の取扱説明書でご確認ください。 

③デジタル放送番組の予約録画を行5ときは、旧コントロール設定画面匹国にしたびって録画機器とメーカーを設定してテス 
卜を行い、録画機器び確実に動作する位置を確認して旧コント□ーラーを取り付けます。 


取り付け例 

(付属の両面テープを使用） 




• IR コント□ーラーで操作でさる列部機器は2〜3台を目安にしてありまずび、ご使用の外部機器の U モコン受信窓に強い光び 
あたったり、旧コント□ーラーの発光部とが部機器の1」モコン受信窓の位置び離れたりしていると操作でさないことびありま 
す。また、棚などの1」モコン信号をさえざるものや前面とびらの有無など AV ラックの構造によっても異なりまず。 

参 IR コント□ーラーは、ご使用の外部機器び確実に動作することを確認してから両面テープで固定してください。 

♦両面テープは貼り付ける場所のゴ=やほこりを取り除いてから貼り付けてください。 

参 IR コントローラーに付属の両面テープは強力なため、棚などに貼り付けたあと、無理にはびすと板の表面を傷める場合びあ 
りますのでごミ主意ください。 


テレビや周辺機器を設置ずる 
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しを手持ちの機器と接続する 



メモリーカードリーダーやが部キーボードと接続ずる 


本機の拡張端子に、メモリーカードリーダーやデジタルカメラを接続すると、拡張機器にあるメ 
モリーカードの静止画像を再生することびでさます。 

デジタルカメラの静止画を再生するには、「写賣を見る」（⑨操作編百固）をご覧ください。 

また、本機の拡張端子に巧応ずるキーボードを接続ずると、义字入力をずる場合に、接続したキー 
ボードで文字を入力ずることができまず。文字の入力方法については「文字を入力ずる」（⑨操作 
編巨目） r 外部キーボードで义字を入力ずる」（⑨操作編田 I )をご覧ください。 



♦お張端テとメモ U —カードリーダー、デジタルカメラ、外部キーボードとの接続および取り外しは、本機の電源 
びオフの状態で行ってください。 

♦各種メモ U —力ードのメモ U —力ード U —ダーへの挿入および取り外しち、本機の電源びオフの状態で行ってく 
ださい。 

♦途中でメモ U —力ードのデータび読めなくなった場合は、電源をオフしてメモ U —力ードを挿入し直し、電源投 
入からや0直して < ださい。 

♦本機の化張端テには、メモ U —力ードリーダー、デジタルカメラ、列部キーボードじ(列の機器を接続しないでください。 

参デジタルカメラとの接続には、 USB ケーフルをご使用ください。ただし、接続でをるデジタルカメラは、 USB マスストレー 
ジクラスか PTP 方式に対応している必要びあります。 また、本機から接続したデジタルカメラを操作することはでをません。 
参本機で表示でをる画像データは、 DCF 規格に準拠した画像データです。 

•本機では、メモ U —カード U —ダーに挿入されたメモ U —カードへの書を込みには対応していません。 

•本機の化張端テは、一般的な USB 機器に対応するちのではありません。 

•大切なデータは、バックアップを取っておくことをおすすめします。 

参本機の対応する外部キーボードは、下記の2種類とな0ます （ 推奨キーボード）。 

-エレコム（株）聲ロングケーフル USB フルキーボード： TK-U12FYLBK 
•(株）□ジクール製コードレスキーボード ： CK-36 

参動作確認でさているメモ U- 力ードリーダー、デジタルカメラについては下記 URL をご覧ください。 

HITACHI AV-World ホームぺージ http://av.hitachi.co.jp/ 

※動作確認でさている機器でも、ラまく動作しないことがあります。 
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し覃源プラグの接続について 


①電源コードのコネクター側を本体の後面にある電源 
コードコネクターに差し込む 
⑨電源プラグのコードをクランプに固定ずる 
③電源プラグをコンセントに差し込む 


電源コードの固定について 


電源プラグを本体に差し込んだ後、コードをクランプに固定し 
て < ださい。 




クランプ 


>電源コードをクランプに固定した後、上へたる 
ませて専用スタンド接続ケーブルと一緒に短い 
バンドで固定してください。 



専用スタンド接続ケーブル 


短いバンド 

長いバンド 




ノブを矢印ち向に押し 
なびらゆるめる 


メモ 


ヶーブルの固定について 

RF ケーブル、ビデオコードなどは、長いバンドで固定してくだ 
さい。 



長いバンド 




92 つ穴タイプコンセントを使用の場合は付属の電源プラグアダプターを 
ご使用ください。電源プラグアダプターをご使巧の場合は、必ずアース 
線を接続してください。アース線の接続は、必ず電源プラグを電源に接 
続ずる前に行ってください。また、アース接続をはずず場合は必ず電源 
プラグを電源からとりはずしてか日行ってください。 

A 警告 

指定の電源電圧でご使用<ださい。表おされた電源電圧 LU 外で使用ずる 
と、乂災-感電の原因とな0まず。 

A ミち意 

旅行などで長期間、本機をご使用にならないときは、安全のため必ず電 
源プラグをコンセントから抜いてください。 


アース 線を 

アース端子に接続ずる 


アース 端 テ 


電源プラグアダプター 
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テレビや周辺機器を設置する 





































































































































































じちえ付けについて 


輯倒防止について 


スタンドご使用時の転倒防止について 

本機は奥行さびルさいため、大さな地震等の際には倒れる場合びありまず。必ず転倒防止をおこなってください。 


壁またはななどに固定ずる場合 卓上などに固定ずる場合 



図のようにスタンド後部の固定用ネジ穴 
に木ネジなどで固定し、ご利用ください。 
(左ち2ケ所） 



^木ネジはオプションスタンドのみに同個 
ビ されています。しっかりと固定してくだ 
さい。 

なお、 W 32 L - HR 8000にはオプション 
スタンドびありませんので木ネジは同個 
されていません。 

市販品をご利用ください。 


A ま意 

本機は安定したところに据え付けてください。また、 
転倒防止の処置を行ってください。 

本機び転倒し、けびの原因となることびありまず。 
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据え付けるときのご注意 


本体の設置について 


♦本体の周囲は、放熱のための空間およびスイーべル時の空間を十分に確保してください。 


1 0cm 
料上 
ロイーベル 
磯能を 

使わないとを) 







五 


スイーべル機能をご使用される場合は、回転範囲を確 
なでをるよ5、空間を十分にあけてください。目まは、 
W 37 P - HR 8000の場合27 c m 
W42P-HR 8000の場合31 cm …帥 

W 已已 P-HR 8000の場合42 cm じし h 



本体の向をを変える 


移動するとを 


♦本機はスイーべル機能を採用していまずので、 U モコ 
ンで本体を左ち30度まで回転ずることびでさまず。 
(⑨操作編 ffia ) 


W 3 吕し HR 8000のとき 




A ま意 

回転中に手や顔、物を近づけない。 

また、必要！;(上の力で急激に回転させないでください。（ス 
タンドびすべって台か日はずれてしまラ恐れびあります。） 


W 37 P - HR 8000、 W 42 P - HR 8000、 W 37 L - HR 8000 
のとを 


電源コードを接続ずる際は、回転に支障のないよラ 
にたるみをちたせて < ださい。 



W 已已 P - HR 8000のとさ 


設置するとさ 


♦ブラウン管タイプのテレビをスピーカー部に近づける 
と、ブラウン管テレビに色む日や画面揺れび発生ずる 
ことびありまずので離して使用してください。 



スピーカー部 


(テレビ） 



持ち運びして < ださい。 

♦持ち運びは、取手と前面側から製品下側の両端部を持っ 
て製品を保持してください。 W 已已 P - HR 8000は、取 
手びありませんので製品上下側の両端部を持って製品 
を保持して < ださい。 


テレビや周迅機器を設置ずる 
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じちえ付けについて 


据え付けるときのご注意 （ つづき） 


么注意 

本機の据え付けには性能および安全性を維持ずるために必ず別売りのスタンドや専用のオプション ユニッ トをご使 
用ください。標準スタンドを使用せずに、別の取り付け強度び不足ずる部材を使用ずると、転倒したり落下して乂 
災•感電-けびの原因とな0まず。 


A ま意 

通風孔をふさびないよラに据え付けてください。 

通風孔をふさぐと熱びこを0、故障や火災の原因となることびあ0まず。 


参 ラック、おし入れ、箱のよラな狭いところに入れないでください。 

♦周囲の壁などから ]0 cm じ(上離してください(モニターを壁掛け設置ずる場合は除く）。但し、上部につさましては、 
30 cm じ(上離してください。 


A ま意 

電源プラグをすぐに抜くことびできるように本機を据え付けてください。 


本機び異常や故障となったとさ、電源プラグをコンセントに差し込んだままにしておくと火災-感電の原因となるこ 
とびありまず。 


A 注意 

別売の専用壁掛ユニットを使用して壁に取り付ける場合は、を険でずから個人での取り付けは避け、販売店にお問 
い合わせの上、指定の取0付け工事業者に依頼して<ださい。 


♦壁掛けでご使胤こなる場合は、必ず本体とスタンド間の専用接続ケーブルを外してご使用ください。 


メモ 


本体とスタンドの接続について 


>本体からスタンドを取り外ず場合 
は、必ず専用ケーブルを本体後面 
の専巧スタンド接続端テから外し 
て < ださい。 


♦再度スタンドを取り付ける場合は、 
専用接続ケーブルを本体後面の専 
用スタンド接続端テに挿入してく 
ださい。 
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